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県のさ かな　 シロ エビ
平成8 年（ 1 9 9 6 年）1 0 月1 2 日制定

県花　 チューリ ッ プ
昭和2 9 年（ 1 9 5 4 年）3 月2 2 日制定

県木　 タ テヤマスギ
昭和4 1 年（ 1 9 6 6 年）1 0 月1 日制定

県のさ かな　 ブリ
平成8 年（ 1 9 9 6 年）1 0 月1 2 日制定

県のさ かな　 ホタ ルイカ
平成8 年（ 1 9 9 6 年）1 0 月1 2 日制定

県鳥　 ライ チョ ウ
昭和3 6 年（ 1 9 6 1 年）1 1 月３ 日制定

県獣　 ニホンカ モシカ
昭和5 0 年（ 1 9 7 5 年）1 0 月4 日制定
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　 富山県は、 明治1 6年に石川県から 分県・ 誕生し て以来、 今年で1 4 2年を迎えまし た。 私たちの先達は、 こ の分県を契機と し て

治水事業や砂防事業を 積極的に進めると と も に、 道路や港湾など様々な施設を 整えてき まし た。 こ のよう に土木の仕事を不断に

積み重ねてき た結果、 現在では全国ト ッ プレ ベルの「 住みよ い県」 と いう 評価を いただいており ます。

　 こ の冊子は今、「 と やまの土木」 はどんなこ と をし ているのかをご紹介するも のです。 本冊子を 通し て、 わたし たち の行う 土木

の仕事をご理解いただければ幸いです。

　 富山県は、 本州日本海側のほぼ中央部に位置し 、 東西9 0 km 、 南北7 6 km 、 面積は約

4 ,2 4 7 k㎡で、 国土の約１ % を 占めています。

　 蝶々が羽を 開いたよう な形で、 山と 海に囲まれたまと まり のよ い県土です。 3 ,0 0 0 m 級

の山々が連なる 立山連峰と 、 こ こ に源を 発する黒部川、 早月川、 常願寺川などの急流河川、

その下流には、 緑に包まれた扇状地平野、 日本海側最大の外洋性湾で海底谷が発達し た水

深1 ,0 0 0 m を 超える富山湾に至る まで、 高低差4 ,0 0 0 m のダイ ナミ ッ ク で変化に富んだ地

形を 有し ています。

　 さ ら に県東部では、 常願寺川流域の立山カ ルデラ や弥陀ヶ 原、 地獄谷、 五色が原などか

ら なる 弥陀ヶ 原火山があり 、 県西部にも 白山火山が隣接し ています。

　 富山県の人口は、98 9 ,4 7 4人（ R7 .4 .1現在） です。こ れは、面積と 同じ く 全国の約１ % です。

　 人口が100 万人台に達し たのは昭和2 5年の国勢調査から で、 その後、 全7 国的な大都市へ

の人口流出や出生数の漸減により 、 平成11年から 人口は緩やかな減少傾向をたどっ ています。

　「 活力あふれる 地域づく り 」、「 美し い県土づく り 」、「 安全・ 安心な暮ら し づく り 」 を 政策の柱と し 、 その実現を 下支えする た

めの重要政策と し て「 地域を支える 建設業の振興」 を 位置付け、 良質な社会資本の整備を 進めます。

1 富山県の概要1

土木部の基本方針2

▼

▼

現状値 令和６ 年 6 8 , 1 5 0 TEU

■伏木富山港の外貿コンテナ取扱個数

【 国際拠点港湾と し ての
                 伏木富山港の機能強化】

現状値 令和５ 年度 1 4 . 7 km

■東海北陸自動車道の飛騨清見IC～     
　 　 小矢部砺波JCT間の４ 車線化整備延長

【 高速道路、 幹線道路から 生活道路
　 　 　 までの道路ネット ワーク の整備】

目標値  1 1 0 , 0 0 0 TEU

目標値 1 4 . 7 km（ 中間目標値）
から 増加さ せる

【 地域の個性を活かし た景観づく り 】

▼

現状値 令和５ 年度 4 9 . 7 3 km

■良好な景観形成や防災機能の向上が

           必要な道路の無電柱化整備延長　

目標値 5 1 . 4 km

▼

現状値 平成3 0 年度 1 4 地区

 ■景観づく り 住民協定の締結件数（ 累計）

目標値 1 7 地区

【 安全・ 安心で豊かな住環境づく り 】

▼

現状値 令和５ 年度 8 4 %

目標値  9 1 %

【 防災・ 減災、 災害に強い県土づく り 】

▼

現状値 令和６ 年度 7 6 2 箇所

目標値  7 6 7 箇所

■住宅の耐震化率

■土砂災害警戒区域のう ち重要整備区域

令和８年度を目標と する指標 令和８ 年度を目標と する指標 令和８ 年度を目標と する指標

地域を 支え る 建設業の振興
〈 建設業の魅力発信〉〈 労働環境の改善〉

〈 建設企業への支援〉

自然1

人口2

と や ま の 土 木

活力あふれる地域づく り 美し い 県 土 づ く り 安全・ 安心な暮らし づく り
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凡　 　 　 例

都市計画事業

そ の 他 事 業

高 速 道 路

北 陸 新 幹 線

国 　 　 道

高波による 住宅等の被害を 防ぐ ため、

護岸の改良を 進めています！

魚津港海岸

海岸護岸の改良

（ 魚津市諏訪町～本町）

海岸
6

土砂災害を防ぐ ため、 砂防堰堤の

整備を 進めています！

常願寺川水系 雑穀谷

砂防設備の整備

（ 立山町芦峅寺）

砂防
1

と や ま の 土 木

安全で円滑な交通のため、 高架化整備を

進めています！

（ 主）高岡環状線

高架橋の整備

（ 高岡市上伏間江～石塚）

道路
2

富山県内の主要事業3
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富山駅周辺の混雑緩和や南北一体の

まちづく り を推進し ます！

富山駅付近連続立体交差事業

鉄道高架化・ 高架下の道路整備

（ 富山市明輪町～曙町）

都市計画
1

市街地の浸水被害を防ぐ ため、 放水路の

整備を 進めています！

中川水系沖田川

放水路の整備

（ 滑川市加島町～下島）

河川
2

G o o g leマップ上でも

確認できます！
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◯
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その他事業

◯

◯

◯

◯

◯
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No. 施設名・ 場所名 事業内容 地名

道路事業

❶ （ 主）富山魚津線　今川橋 橋り ょ う 架替 富山市高来～水橋辻ヶ 堂

❷ （ 主）高岡環状線 高架橋の整備 高岡市上伏間江～石塚

❸ （ 主）黒部宇奈月線 バイ パス整備 黒部市荻生

❹ （ 国）4 1 5 号　谷屋大野バイパス バイ パス整備 氷見市谷屋～大野

❺ （ 主）宇奈月大沢野線 バイ パス整備 魚津市石垣新～大海寺野

河川事業

❶ 鴨川水系　鴨川 放水路の整備 魚津市港町～相木

❷ 中川水系　沖田川 放水路の整備 滑川市加島町～下島

❸ 神通川水系　坪野川 河道拡幅 富山市婦中町西本郷～砂子田

❹ 庄川水系　地久子川 河道拡幅 高岡市野村～赤祖父

❺ 泉川水系　泉川 河道拡幅 氷見市島尾外

❻ 小矢部川水系　横江宮川 河道拡幅 小矢部市小神外

海岸事業

❶ 富山海岸 副離岸堤整備 富山市浜黒崎外

❷ 高月海岸 副離岸堤老朽化対策 滑川市高月町

❸ 吉浦海岸 消波堤老朽化対策 滑川市吉浦

❹ 宮崎海岸 離岸堤整備 朝日町宮崎

❺ 大屋・ 朝日海岸 護岸工老朽化対策 朝日町大屋外

❻ 魚津港海岸 海岸護岸改良 魚津市諏訪町～本町

港湾事業

❶ 富岩運河・ 住友運河 遊歩道整備 富山市蓮町

❷ 臨港道路伏木外港１ 号線 道路改良 高岡市吉久

❸ 新港大橋 耐震補強 高岡市石丸

❹ 海王岸壁 岸壁整備 射水市海王町

砂防事業

❶ 常願寺川水系　雑穀谷 砂防設備の整備 立山町芦峅寺

❷ 小矢部川水系　池川 砂防設備の整備 南砺市城端

❸ 本江（ ２ ）地区 急傾斜地崩壊対策 滑川市本江

❹ 上庄川水系　石戸前谷 砂防設備の整備 氷見市柿谷

❺ 青根地区 地すべり 対策 富山市八尾町青根

都市計画事業

❶ 富山地方鉄道本線 鉄道高架橋の整備 富山市明輪町～曙町

❷ （ 都）駅前栄町線 現道拡幅、 歩道設置 砺波市春日町

❸ （ 都）東岩瀬線 ４ 車線化、 歩道設置 富山市上野新町～蓮町

その他事業

❶ 富山空港 滑走路・ 誘導路の舗装改良 富山市秋ケ島外

❷ 富山県武道館 武道館の新築 富山市南中田

❸ こ ども 安心センタ ー（ 仮称） 富山児童相談所等の新築 富山市下飯野

❹ 氷見高等学校 武道場の新築 氷見市幸町

❺ 富山高等学校 ト レーニングハウスの新築 富山市太郎丸



1 令和７ 年のト ピックス４

と や ま の 土 木

　 かねてより 高架化の整備を 進めてきた県道高岡環状線（ 上伏間江～佐野） のう ち、

上伏間江～二塚高架橋区間の供用を 令和７ 年３ 月2 3 日（ 日） に開始し まし た。

　 南郷大橋から 国道８ 号までの区間の平面２ 車線での供用以降、 新高岡駅や大型

商業施設等へのアク セス道路と し て交通量が増えたこ と から 、 二塚交差点におい

て渋滞が発生し 、 主要渋滞箇所と なっ ており まし た。 こ の区間の高架化により 、

二塚交差点の渋滞が緩和さ れる と と も に、 道路ネッ ト ワーク の機能が向上し ます。

　 引き 続き 、 二塚高架橋～石塚区間の整備を 進めてまいり ます。

■高岡環状線（ 上伏間江～二塚高架橋）高架化（ 暫定2 車線）供用

　 かねてより 架け替え事業を進めていた、 県道安居福野線の川崎橋が令和６ 年７

月に、 県道立山山田線の高善寺橋が同年９ 月に、 それぞれ開通し まし た。 いずれ

の路線も 、 地域の重要な生活道路ですが、 元の橋は老朽化が著し く 、 車道の幅も

狭いため大型車のすれ違いが困難な状況でし た。

　 新し い橋の開通により 、 災害に強く 安全な道路ネッ ト ワーク が確保さ れ、 周辺

地域のさ ら なる 発展、 活性化に寄与するも のと 期待さ れます。

■川崎橋・ 高善寺橋開通

　 と やま河川メ ールは、 富山県が管理する 河川の水位やダムの貯水位が基準値を

超えた場合に、 登録さ れた方へスマート フ ォ ンやパソ コ ン、 携帯電話にメ ールを

配信するサービ スで、 令和６ 年６ 月から 運用を開始し まし た。

　 洪水時における 避難行動や水防団の水防活動などにご活用いた

だけます。

■と やま河川メ ールはじ めまし た！

　 伏木富山港（ 新湊地区） の中央ふ頭は、 背後に多く の工場等が立地し 、 燃料や

原材料と なる木材チッ プや石油コ ークス等のバルク 貨物の取扱拠点とし て、 富山県

内だけでなく 、 隣県を含めた地域の基幹産業を支える重要な役割を担っています。

　 令和６ 年５ 月に北陸地域で最大規模と なる 水深1 4ｍ、 連続5 6 0 ｍ岸壁が供用

開始し 、 大型貨物船の２ 隻同時接岸が可能と なり まし た。 迅速で効率的な荷役作

業の実現で港湾機能が大き く 向上し ており 、 伏木富山港全体のさ ら なる 利用促進

が期待さ れます。

■伏木富山港（ 新湊地区）中央ふ頭の大水深化岸壁供用開始

　 　 県では、 土砂災害から 人命を 守るため「 土砂災害防止月間」 と 定めら れた６

月に国土交通省の立山砂防事務所、 黒部河川事務所、 神通川水系砂防事務所、 富

山市、 立山カ ルデラ 砂防博物館と と も に、 県民に土砂災害に対する 防災意識を 高

めていただく ための啓発活動と し て砂防フ ェ アを 実施し ています。 令和６ 年度は、

総曲輪グラ ンド プラ ザにおいて６ 月８ 日（ 土） に行いまし た。

　 様々なステージイ ベン ト 、 工作および実験コ ーナーなど、 楽し く 学べるイ ベン

ト に多く の人が足をと めフ ェ アに来場いただき まし た。

■砂防フェア２０２４

　 令和６ 年１ 月１ 日に発災し た能登半島地震によ り 、 県内でも 多く の住宅が被災し まし た。 また、

こ の地震では地盤の液状化が広く 発生し 、 宅地にも 大き な被害が生じ まし た。

　 こ れら の復旧を 支援するため、 令和６ 年度に被災住宅耐震改修支援制度、 宅地液状化等復旧支

援制度、 自宅再建利子助成制度を 新たに創設し まし た。

　 また、 令和７ 年度から は被災住宅を含む耐震改修支援制度の補助上限額の引上げや耐震シェ ル

タ ー設置支援制度の創設も 行い、 よ り 安全な住環境の実現に向けて取り 組んでいます。

■令和６年能登半島地震被災住宅の復旧のための支援制度創設

木造住宅の耐震改修工事

ステージイ ベント の模様

伏木富山港（ 新湊地区）中央ふ頭に接岸し た大型木材チッ プ船

と やま河川メ ールのチラ シ

川崎橋開通式

高岡環状線（ 上伏間江～二塚高架橋）

2025
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北陸五道

▲能越県境Ｐ Ａ
　 （ 仏島側）

▲能越県境Ｐ Ａ
　 （ 仏島側）

能越県境PA（ 平成2 7 年1 1 月８ 日供用）

氷見南IC（ 平成2 8 年３ 月2 7 日供用）

▲能越県境Ｐ Ａ
　 （ 仏島側）

▲能越県境Ｐ Ａ
　 （ 仏島側）

至 高岡市

至 七尾大泊IC

至 灘浦IC

能越県境PA

▲

（ 石動山側） 　
能越県境PA

▲

（ 石動山側） 　

▲能越自動車道
　 七尾氷見道路

▲能越自動車道
　 七尾氷見道路

至 七尾市

▲能越自動車道▲能越自動車道
県道 氷見惣領志雄線県道 氷見惣領志雄線

⇦ 鞍骨川⇦ 鞍骨川

小矢部砺波JCT

至 新潟

至 輪島

至 一宮

至 米原

城端スマートＩ Ｃ

4 車線化完成区間
(五箇山IC～城端SIC)

　 富山県の高速道路網は、日本海側を縦貫する北陸自動車道、中京圏と 結ぶ東海北陸自動車道、

能登半島に伸びる 能越自動車道で構成さ れており 、 小矢部砺波JCTで相互に結ばれています。

1
高速道路網の整備1

と や ま の 土 木

　 県内道路ネット ワークの骨格を形成する幹線道路から 通学路等の生活に密着した道路に至るまでの体系的な道路整備を進めています。

高速道路、幹線道路から生活道路までの道路ネット ワーク の整備1

　 新潟県新潟市から 滋賀県米原市までの全区間が完成４ 車線で供用さ れています。 富山県内

では、利便性向上のため入善スマート IC、上市スマート IC、流杉スマート IC、高岡砺波スマー

ト ICが供用さ れています。

■北陸自動車道

　 小矢部砺波JCT ～高岡IC間（ 約1 4 km ） は、 ４ 車線の有料道路と し て、 高岡IC ～県境間（ 約3 0 km ） は暫定２ 車線の無料区

間と し て供用さ れています。

　 また、 平成2 7 年1 1 月に能越県境Ｐ Ａ 、 平成2 8 年３ 月に氷見南ICが供用さ れており 、 さ ら に、 平成3 0 年６ 月には、 福岡本線

料金所を撤去し 、 全区間均一料金に変更するなど利便性が向上し まし た。

■能越自動車道

　 平成2 0 年に全線開通し 、 愛知県の一宮JCT ～岐阜県の飛驒清見IC間（ 約1 1 7 km ） は完

成４ 車線、 飛驒清見IC ～小矢部砺波JCT間（ 約6 8 km ） は暫定2 車線で供用さ れています。

　 富山県内では、 利便性向上のため南砺スマート ICが供用さ れたほか、 令和５ 年1 2 月には、 

城端スマート ICが供用さ れまし た。

　 また、 暫定２ 車線の区間では、 対面交通の解消を 目的と し て、 順次４ 車線化が進めら れて

いま す。 現在、 富山県内全ての区間を 含む白川郷IC ～小矢部砺波JCT間（ 約4 3 km ） が４

車線で事業化さ れており 、こ れまでに延長約1 0 km の４ 車線化が完成し 、安全性やネッ ト ワー

ク の信頼性の向上が図ら れています。

　 こ う し た中、 令和６ 年３ 月には、 ４ 車線化の未事業化区間と し て残っ ていた岐阜県の飛驒

清見IC ～白川郷IC間のう ち、 延長4 .3 km が事業化さ れ、 飛騨ト ンネルを含む、 延長1 1 .9 km

が事業実施環境を 整える ため、 調査に着手する準備調査箇所と し て選定さ れまし た。

　 事業中区間の整備促進や、 飛驒ト ンネルを 含む区間の早期着手により 、 一日も 早い全線４

車線化が強く 望まれます。

■東海北陸自動車道

2025
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整備を進めている高岡環状道路【 高岡市上伏間江～佐野】

高規格道路（ 地域高規格道路） の県内区間整備状況

※概略延長の（ 　 ） 書は、 県内延長を表す。

路 線 名 起 点 終 点 延長 整 備 状 況

富山高山連絡道路

富山高岡連絡道路

高 岡 環 状 道 路

富山外郭環状道路

整備中（ 平成９ 年度事業着手）

平成22年11月 供用開始

整備中（ 平成26年度事業着手）

平成15年３ 月 暫定供用開始（ 副道）
整備中（ 平成27年度事業着手）（ 高架化暫定2 車）

平成26年11月 暫定供用開始（ 副道）

整備中（ 令和元年度事業着手）

平成17年12月 供用開始

富山市庵谷

富山市猪谷

富山市楡原

高岡市上伏間江

高岡市佐野

高岡市石塚

高岡市石瀬

富山市片掛

富山市楡原

富山市栗山

高岡市六家

高岡市佐野

高岡市六家

高岡市野村

1. 6km

3. 0km

12. 0km

2. 6km

2. 6km

令和7 年度事業着手(高架化暫定2 車)高岡市佐野 高岡市石塚 1. 7km

1. 3km

1. 0km

平成28年３ 月 供用開始射水市沖塚原 射水市川口 1. 1km

整備中（ 平成21年度事業着手）富山市小西 富山市粟島町 2. 9km

整備中（ 令和３ 年度事業着手）富山市中島 射水市白石 7. 4km

県道 宇奈月大沢野線
【 魚津市袋 ～ 大海寺野】

県道 富山立山公園線
【 富山市藤木 ～ 立山町利田】

県道 練合宮尾線
【 富山市打出 ～ 四方荒屋】

一般国道 4 1 5 号
【 氷見市谷屋 ～ 大野】

県道 砺波福光線
【 南砺市吉江中 ～ 遊部】

県道 高岡小杉線
【 射水市橋下条 ～ 南太閤山】

富山県の幹線道路網

472

高規格道路網図

凡 例

供 用 中

整 備 中

供 用 中

整 備 中

計画路線

高規格道路
（ 高速道路）

高規格道路
（ 地域高規格道路）

主な一般国道

富山高山連絡道路

富山外郭環状道路

高岡環状道路

富山高岡連絡道路

　 高規格道路は、 人流・ 物流の円滑化や活性化によっ て我が国の経済活動を 支えると と も に、 激甚化、 頻発化、 広域化する災害から

の迅速な復旧・ 復興を 図るため、 主要な都市や重要な空港・ 港湾を 連絡するなど、 高速自動車国道を 含め、 こ れと 一体と なっ て機能

する、 も し く はこ れら を 補完し て機能する 広域的な道路ネッ ト ワーク を 構成する道路です。

　 また、 地域の実情や将来像（ 概ね2 0 ～ 3 0 年後） に照ら し た事業の重要性・ 緊急性や、 地域の活性化や大都市圏の機能向上等の施

策と の関連性が高く 、 十分な効果が期待でき る道路であり 、 求めら れる サービ ス速度が概ね6 0 km /h以上の道路です。

　 富山県では「 計画路線」 と し て４ 路線が指定さ れており 、 現在の整備状況は下表のと おり です。

高規格道路の整備2

　 新幹線駅・ IC・ 港湾など交通・ 物流拠点や主要観光地への

アク セス道路を はじ め、 市町村間を 結ぶ幹線道路など、 体系

的な整備を 推進し ます。

■幹線道路の体系的な整備

地域の活力を育む幹線道路や身近な生活道路の整備  3

と や ま の 土 木 2025
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富山県の高規格道路

路 線 名 起 点 終 点 計画路線指定年月 概略延長

富山高山連絡道路 高山市 富山市 平成  6 年1 2 月1 6 日 8 0（ 2 0 ）km

能 越 自 動 車 道 輪島市 砺波市 昭和6 2 年  6 月3 0 日 1 1 6 (3 8 )km

北 陸 自 動 車 道 新潟市 米原市 昭和4 1 年  7 月  1 日 4 8 7 (10 0 )km

東海北陸自動車道 一宮市 砺波市 昭和4 1 年  7 月  1 日 1 8 5 (3 3 )km

富山高岡連絡道路 富山市 1 0 km平成1 0 年  6 月1 6 日高岡市

高 岡 環 状 道 路 高岡市 2 0 km平成  6 年1 2 月1 6 日高岡市

富山外郭環状道路 富山市 4 0 km平成1 0 年  6 月1 6 日富山市
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　「 世界で最も 美し い湾ク ラブ」 に加盟し た富山湾の美し い景色を 楽し める海岸沿いの眺望のよい道路

を 本コ ースと して設定。 令和３ 年５ 月31日、 国の「 ナショ ナルサイクルルート （ ＮＣＲ ）」 に指定さ れ、

さ らなる走行環境の充実（ ①、②） を図り ます。

メ ルヘン おやべ

う なづき

カ モンパーク  新湊

万葉の里 高岡

ウェ ーブパーク 滑川

氷見

細入

砺波

庄川

井波
福光

上平

利賀

たいら

KOKOく ろ べ

雨晴

道の駅一覧（ 令和７ 年４ 月時点）

駅名 路線名 所在地設置者番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

電線共同溝整備による無電柱化【 県道高岡氷見線（ 高岡市木舟町地内）】

整備前 整備後

県内の「 道の駅」

位置図

道の駅

道の駅

富山市片掛3 -5

砺波市宮沢町3 -9

南砺市西赤尾7 2 -1

南砺市利賀村1 7 1

南砺市北川7 3 0

南砺市中ノ 江1 6

南砺市東中江2 1 5

砺波市庄川町示野4 3 7

黒部市宇奈月町下立6 8 7

射水市鏡宮2 9 6

滑川市中川原4 1 0

氷見市北大町2 5 -5

高岡市蜂ケ島1 3 1 -1

小矢部市桜町1 5 3 5 -1

高岡市太田2 4 -7 4

黒部市堀切9 2 5 -1

県道黒部宇奈月線

国道4 1 号

国道1 5 6 号

国道1 5 6 号

国道4 7 1 号

国道4 7 1 号

国道3 0 4 号

国道1 5 6 号

国道1 5 6 号

国道８ 号

県道富山魚津線

国道4 1 5 号

国道８ 号

国道８ 号

国道4 1 5 号

国道８ 号

細入

砺波　

上平

利賀

井波

福光

たいら

庄川

う なづき

カ モンパーク 　 新湊

ウェ ーブパーク 滑川

氷見

万葉の里　 高岡

メ ルヘンおやべ

雨晴

Ｋ Ｏ Ｋ Ｏ く ろべ

富 山 市

砺 波 市

南 砺 市

南 砺 市

南 砺 市

南 砺 市

南 砺 市

砺 波 市

黒 部 市

射 水 市

滑 川 市

氷 見 市

高 岡 市

小矢部市

高 岡 市

黒 部 市

「 道の駅」供用箇所： １ 6 箇所　

　

NCRロゴマーク

1
5

0
c
m

7 5 cm

矢羽根型路面表示

コ ース上に一定間隔で青い矢羽根型路面表示を設置し 、 サイ

クリ ングコ ースの目印と し ます。 また、 分岐点には自転車ピ

クト グラムやNCRのロゴマーク を表示し ます。

❶矢羽根型路面表示等の新設

❷分岐点誘導標識、目的地距離標等の充実

ナショ ナルサイクル
ルート の詳細はこちら

田園サイクリ ングコ ース
（ 富山市青柳地内）

スト ック 効果事例道路

　 県内各地にある 美し い景色や観光施設を巡り ながら 、 サイ ク リ ン グを 楽し んでも ら えるよ

う に、 自転車通行空間の整備を 行っ ています。

■サイクリングコ ースの整備

　「 道の駅」 は、 道路利用者のための「 休憩機能」、 道路利用者や地域の方々のための「 情報発信機能」、 そし て「 道の駅」 を き っ か

けに町と 町を結び、 地域を 活性化さ せるための「 地域の連携機能」 の３ つのコ ン セプト を 併せ持つ休憩施設です。

■道の駅

　 良好な景観の形成や快適な歩道空間の確保、 災害に強

いまちづく り の観点から 無電柱化を 推進し ています。

■無電柱化の推進

と や ま の 土 木

『 橋の開通が商業・ 企業進出を促進！』

富立大橋開通により、県道沿線地区

の企業立地、商業施設進出が活性化。

地域の賑わいや雇用の創出！

富立大橋開通後の立地
面積の推移

企業立地
5 7 , 5 8 4 ㎡
企業立地

5 7 , 5 8 4 ㎡
商業施設

6 1 , 3 2 3 ㎡
商業施設

6 1 , 3 2 3 ㎡
平成17 年３ 月

富立大橋の開通

商業施設立地
（ スーパー銭湯、アウトド アショ ッ プ、大型スーパー）

開通前（ 平成1 7 年） 開通後（ 平成2 7 年）

▲
県道富山立山公園線

▲
県道富山立山公園線

立山
イ ノ ベーショ ン

パーク

立山
イ ノ ベーショ ン

パーク

至 立山IC 至 富山市街地

富立大橋富立大橋

開通後1 0 年で
3 4 3 人の

雇用を創出

１ . 富山湾岸サイ ク リ ングコ ース

　 立山連峰のパノ ラ マ風景や沿線地域の観光施設を巡る こ と のでき る富山平野の眺望のよい道路を 本

コ ースと し て設定。

２ . 田園サイ ク リ ングコ ース

　 富山県の中央部を 南北に上記２ つのコ ースをつなぎ、 富山駅及び富山空港を経由する道路を本コ ー

スとし て設定。

３ . 湾岸・ 田園連絡サイ ク リ ングコ ース

富山湾岸サイクリ ングコ ース
（ 滑川市中川原地内）
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　 富山県には、 古く から 栄えてき た伏木港（ 伏木地区）、 富山港(富山地区）、 そし て戦後の新産

業都市建設の目玉と し て整備さ れた富山新港（ 新湊地区） の３ つの地区から なる国際拠点港湾「 伏

木富山港」 と 、 県東部の生活物資の流通拠点である地方港湾「 魚津港」 があり ます。

　 伏木富山港は、 平成23年11 月に日本海側の各港湾をけん引する「 総合的拠点港」 に選定さ れ

たほか、「 国際海上コ ンテナ」「 国際フ ェ リ ー・ 国際RO RO 船」「 外航ク ルーズ（ 背後観光地ク ルーズ）」

の３ つの「 機能別拠点港」 にも 選定さ れまし た。

　 今後と も 、環日本海地域やアジアの交流・ 物流拠点と し てさ ら に発展するよう 、港湾機能やネッ

ト ワーク の充実に取り 組んでいきます。

港湾

環日本海・ アジア地域と の物流拠点を形成！

地域の基幹産業を支える
　 　 　 　 　 　 物流拠点とし て発展！

コンテナ・ RO RO

バルク

ロシア極東航路

ロシア極東
ＲＯＲＯ船航路

中国航路

韓国航路

中国･韓国航路

シベリ ア鉄道シベリ ア鉄道

ナホト カナホト カ

伏木富山港

天津天津

大連大連 青島青島

寧波寧波

上海上海

光陽光陽
蔚山蔚山

釜山釜山

北九州北九州

（ 富山県大連事務所）（ 富山県大連事務所）

ウラ ジオスト クウラ ジオスト ク
（ 富山県ロシア極東ビジネスサポート デスク ）（ 富山県ロシア極東ビジネスサポート デスク ）

　 伏木富山港は燃料や原材料と なる 木材チッ プ、 石油コ ーク ス、 アル

ミ 地金、 セメ ント 、 亜鉛鉱などのバルク 貨物の拠点になっ ています。

県内外の多く の企業が伏木富山港を 利用し ており 、 原材料を 加工し て

国内外へ製品を 出荷し ています。

　 特に工業用の燃料と し て使用さ れる石油コ ーク スの取扱量は日本海

側で最大と なっ ており 、 地域の産業基盤の重要な拠点と なっ ています。

国際定期航路（ R5年5月現在）　

２ 便／月

1 2 便／月

４ 便／月

８ 便／月

1 4 便／月

新湊地区中央ふ頭

●新湊地区国際物流タ ーミ ナル

　（ コ ンテナタ ーミ ナル）

●伏木地区国際物流タ ーミ ナル

　 約1 3 haのコ ンテナヤード

　 ガント リークレーン、ト ランスファ ークレーン完備

　 リ ーフ ァ ーコ ン テナ用コ ンセン ト 完備

　 毎時5 0 0ｔ の貨物が取扱可能な大型ク レ ーンを

備える。

新湊地区国際物流タ ーミ ナル
（ 国土交通省北陸地方整備局提供）

特色

特色

■輸出　 ■輸入　 ■内貿

伏木富山港におけるコ ンテナ取扱個数の推移

・ 環日本海の中央に位置し 、 対岸諸国と 近接

・ 三大都市圏と 等距離にあり 、 太平洋側港湾の代替機能を

　 果たすこ と が可能

国際拠点港湾とし ての伏木富山港の機能強化2

富山県／伏木富山港 検 索

国際
フィ ーダー航路

４ 便／月

富山
（ 富山県海外販路開拓サポート デスク）
富山

（ 富山県海外販路開拓サポート デスク）

神戸神戸

日本海側の物流拠点とし ての役割1

と や ま の 土 木 2025
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単位： TEU

70, 879

35, 148

34, 888

59, 812

30, 211

29, 601

37, 836

19, 239

18, 597

25, 621

12, 924

12, 697

38, 021
36, 487

36, 124

75, 529

36, 349

37, 11837, 117

66, 669

31, 756

33, 034

73, 308

34, 201

34, 346

R1 R2 R3 R4 R5H3 0H2 9H2 8H2 0H1 4H1 0

843

1, 307
1, 775 2, 062

1, 879

4, 761

75, 834

33, 099

34, 876

7, 859

R6

75, 659

33, 647

34, 503

7, 509

75, 708

34, 453

36, 278

4, 977

1 0



魚津港北地区

　 北地区では、 平成６ 年度から 、 ふ頭用地の拡張や物揚場等港湾機能

の強化と 、 港湾利用者の休息の場である 緑地整備を 進め、 平成2 3 年

８ 月に、 災害時の救援物資や応急復旧資材等の海上輸送の拠点と なる

耐震強化岸壁が完成し まし た。

　 平成2 7 年度には、 緑地の整備が完了し 、 魚津港の整備が概成し ま

し た。

　 船舶の大型化への対応や河口部の維持浚渫から の脱却を 図る ため、 伏木地

区では外港展開を 進めています。

　 また、 港湾物流の円滑化を 図るため、 伏木外港と 国道4 1 5 号を結ぶ臨港道

路伏木外港１ 号線の整備を 進めています。

　 今後と も 、 大型貨物船や国際フ ェ リ ー・ 国際RO RO 船、 大型ク ルーズ客船

の拠点と し て機能強化を 図り ます。

　 対ロ シア物流の拠点と し て中古自動車の取扱量が多い富山地区では国際

RO RO 船が接岸する２ 号岸壁の耐震化対策などを 進めています。

　 また、 潤いと 活気に満ち た魅力ある 水辺空間の創出を 目的と し て運河沿い

の緑地整備を進めており 、 現在、 富岩運河の中島閘門下流や住友運河の整備

を 進めています。 　

■富山地区（ 富山港）

■北地区

■伏木地区（ 伏木港）

　 新湊地区は伏木富山港で取り 扱う 貨物量全体の約７ 割を 占める中心的な港

であり 、 北陸地域の製造業を 支える物流拠点と し て、 その役割が果たさ れる

よ う 、 更なる港湾機能の強化を 図っ ています。

　 国際海上コ ンテナを取り 扱う 国際物流タ ーミ ナルでは、 増加する コ ンテナ

貨物に対応するため、 平成3 0 年４ 月に、 コ ン テナヤード を 拡張する と と も に、

令和元年６ 月には岸壁の延伸整備が完了し 、 1 .2 万ト ン 級コ ン テナ船の２ 隻

同時接岸・ 同時荷役が可能と なり まし た。

　 また、 老朽化し たガント リ ーク レ ーンを更新するため、 令和３ 年度に本体

製作に着手し 、 令和５ 年９ 月に完成いたし まし た。 　

　 バルク 貨物を 扱う 中央ふ頭では、 令和６ 年５ 月に岸壁の大水深化工事が完

成し 水深14 メ ート ル、 連続56 0 メ ート ル岸壁の供用により 、 迅速で効率的な

荷役作業が可能と なり まし た。

■新湊地区（ 富山新港）

伏木地区

伏木外港１ 号線

伏木外港

中央ふ頭

新湊地区

国際物流タ ーミ ナル

富山地区

富岩運河・ 住友運河

２ 号岸壁

中島閘門

環日本海・ 東アジア地域と の

　 　 　 　 　 　 日本海側物流拠点の形成

国際コ ンテナ船での輸出入（ 新湊地区）

国際海上コ ン テ ナ

極東ロシアを 核と し た物流拠点　 　

　 　 　 　 形成によ る国際競争力の強化

国際ＲＯＲＯ船での中古車輸出（ 富山地区）

日本海側地域の経済成長と

　 　 　 　 　 　 　  観光立国の推進に貢献

大型クルーズ客船の寄港（ 伏木地区）

国際フ ェ リ ー・ 国際R O R O 船 外航クルーズ（ 背後観光地クルーズ）

（ 写真： 国土交通省北陸地方整備局提供）

県東部の拠点「 魚津港」4

伏木富山港の機能の充実2

日本海側拠点港： ３つの「 機能別拠点港」3

と や ま の 土 木 2025
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Xバンド M Pレーダ活用RNP‐ AR飛行方式導入

※進入限界高度： 着陸の可否を最終的に判断する高度。 こ の高さ で滑走路が確認できなければ、 着陸できない。

　 G PS衛星等を利用し た高精度のRN P-AR飛行方式が導入さ れてい

ます。 進入限界高度が1 0 0 ft（ 約3 0 ｍ） 引き 下げら れ、 3 7 0 ft（ 約

1 1 3 ｍ） と なり まし た。 以前は着陸でき なかっ た天候でも 着陸が可

能と なっ ています。

※本飛行方式に対応し た機体（ ANA B7 3 7 -8 0 0 ほか） のみ

3 °

RNP-AR進入
進入限界高度

3 7 0 ft（ ≒1 1 3 m）

進入経路

※高度は全て標高

従来の進入限界高度
4 7 0 ft（ ≒1 4 3 m）

着地点

参考
インテッ クビル

最頂部高
1 2 0 . 5 m

滑走路

富山空港 進入経路図

進入限界高度が
1 0 0 ft【 約3 0 m 】

低　 下

引き返し も
雲低高： 欠航時は4 0 0 ～5 0 0 ft

　 雪雲の動き を 立体的に把握・ 予測をする こ と によ り 、

高い精度で雲の切れ間を 把握し 、 安全に着陸するこ と が

でき ます。 RN P-AR飛行方式に併せ、 3 7 0 ft付近の雲の

動き を 予測する こ と により 、 更なる 就航率の向上を 図る

こ と ができ ます。

空港周辺の天候の

回復を予測

進入限界高度付近の

視界の回復を予測　

　 富山き と き と 空港は、 富山県の中心を 流れる神通川の河川敷に2 ,0 0 0 ｍの滑走路をも つ空港です。

　 国内定期路線は、 東京、 札幌の２ 路線、 国際定期路線は４ 路線（ ソ ウル、 大連、 上海、 台北） が就航し ています。

　 羽田空港等を 経由し た航空ネッ ト ワーク の拡充も 図ら れ、 北陸・ 飛騨・ 信越地域の空の玄関口と し て、 また、 環日本海・ アジア交

流の拠点空港と し ての役割が一層期待さ れています。

富山きときと 空港を中心とした空のネット ワーク

国内外と の航空ネット ワークの維持・ 充実と 空港の活性化3

環日本海・ アジア交流の拠点と なる富山きときと 空港1

　 Ｘ バンド M Pレ ーダーの活用やRN P‒AR飛行方式の導入など、 冬季就航率の向上に向けた取組みを 行っ ています。

冬季就航率の向上2

■富山 ～ 東京

■富山 ～ 札幌

■富山 ～ ソ ウル

■富山 ～ 大　 連

■富山 ～ 上　 海

■富山 ～ 台　 北

国　 内　 線

■青森、石垣、帯広、高知、小牧、種子島、仁川・ 釜山（ 韓国）など　

チ ャ ー タ ー 便

国　 際　 線

■東京（ 羽田） 経由（ 3 7 区間）
■札幌（ 新千歳） 経由（ 3 区間）

※富山から 全国各地に乗継割引が設定さ れています。

■フ ラ ン ク フ ルト など2 9 都市
※富山から 羽田空港で国際線への乗り 継ぎができます。

富山きと きと 空港の情報は
h t tp s : //w w w . to y a m a -a i r p o r t . j p /

国 内 線 ・ 国 際 線 乗 り 継 ぎ

（ 令和６ 年度実績）

（ 令和７ 年４ 月時点）

国内

国際

(運休中)

(運休中)

と や ま の 土 木 2025
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中央通りＤ 北地区市街地再開発事業（ ～ R9 ）

【 アパ地区】（ 完成）

事業概要　 所 在 地／高岡市下関町

　 　 　 　 　 地区面積／約0 .6 ha　 　 延べ面積／約20 ,6 1 7㎡　

　 　 　 　 　 総事業費／約55 億円

　 　 　 　 　 主な用途／ホテル、 住宅、 駐車場

【 Ａ ゾーン地区】（ 完成）

事業概要　 所 在 地／高岡市下関町

　 　 　 　 　 地区面積／約0 .2 ha　 　 延べ面積／約10 ,3 3 0㎡　

　 　 　 　 　 総事業費／約34 億円

　 　 　 　 　 主な用途／商業施設、 住宅、 駐車場

事業概要　 所在地／富山市中央通り

　 　 　 　 　 地区面積／約0 .8 ha　 　 延べ面積／約44 ,4 0 0㎡

　 　 　 　 　 総事業費／約22 5億円

　 　 　 　 　 主な用途／商業施設、 業務施設、 アイ ススケート 場、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 住宅、 駐車場 中央通りＤ北地区完成予想図

基本理念

快適で活力ある

都市づく り

快適で活力ある

都市づく り

安全で

安心して暮らせる

都市づく り

安全で

安心して暮らせる

都市づく り

広域的な

交流・ 連携を

支える都市づく り

広域的な

交流・ 連携を

支える都市づく り

地域の個性を

活かした魅力ある

都市づく り

地域の個性を

活かした魅力ある

都市づく り

都市計画区域

市町村界

線引き 都市計画区域 非線引き都市計画区域

　 本県の魅力を よ り 一層高めると と も に、 県民がふる さ と に誇り と 愛着を 持ち、 交流人口の拡大などの取り 組みを推進するため、 地

域の資源や個性を 活かし た魅力的で美し いう るおいのあるまち づく り の一層の促進と 、 新たな価値の付加が必要と なっ ています。

　 また、 地域交通ネッ ト ワーク の充実への支援や、 広域交通ネッ ト ワーク を 活かし た広域的な観点から のまち づく り の推進など、 人

口の急激な減少と 高齢社会に対応し た都市構造への転換が重要と なっ ています。

　 私たちは、 こ のよ う な県民ニーズに応え、 う るおいのあるまちづく り と 中心市街地の賑わいの創出を 進めています。

　 県では、 各々の都市計画区域において、 都市づく り の基本的な方向性を 示す「 都市計画区域マスタ ープラ ン 」 を策定し ており 、 富

山県の都市計画の方針と し て４ つの基本理念を 掲げ、 県民及び市町村と の連携・ 協力のも と 、 総合的かつ計画的な都市づく り を 進め

ています。

う るおいのあるまちづく りと中心市街地の賑わいの創出4

都市計画区域マスタ ープラン1

　 まち なか居住を 誘導すると と も に、 まちなかにおける 機能集積や共同住宅の整備、 防災性の向上を 図り ます。

市街地開発事業2

と や ま の 土 木 2025
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高岡駅前東地区優良建築物等整備事業

快適で活力ある

都市づく り

安全で

安心して暮らせる

都市づく り

広域的な

交流・ 連携を

支える都市づく り

地域の個性を

活かした魅力ある

都市づく り

都市計画区域

市町村界

線引き 都市計画区域 非線引き都市計画区域

　 県では、 各々の都市計画区域において、 都市づく り の基本的な方向性を 示す「 都市計画区域マスタ ープラ ン 」 を策定し ており 、 富

山県の都市計画の方針と し て４ つの基本理念を 掲げ、 県民及び市町村と の連携・ 協力のも と 、 総合的かつ計画的な都市づく り を 進め

ています。

1

1 3



••

R3 完R3 完
H3 0 完H3 0 完

H3 0 完H3 0 完

実施中実施中H2 6 完H2 6 完
未実施未実施

H 2 7 完H 2 7 完

　 新幹線駅等の交通拠点へのアク セス道路など、 公共交通を 支援する道路の整備を進めています。

■新幹線駅等へのアクセス道路の整備

都市計画道路の整備4

　 射水市北部の放生津地区において、 小規模な区画

整理に分解し 、 連鎖型の事業を 実施。 住民が段階的

に移住でき るこ と で、 地域コ ミ ュ ニティ の維持と ま

ち の再生を 図っ ています。

■射水市奈呉町ほか土地区画整理事業

土地区画整理事業3

富山駅北地区の新し い都市拠点の

創造、 新たな賑わいの創出

運河の水面を残し 、 都市の水辺環境と し て

活用するため「 富岩運河環水公園」 を開園

スタ ーバッ ク ススタ ーバッ ク ス

小運河小運河

天門橋天門橋

至 中島閘門至 中島閘門

レスト ラン
ラ・ シャンス
レスト ラン
ラ・ シャンス

いたち川より 導水いたち川より 導水

富岩水上ライ ン
乗船場

富岩水上ライ ン
乗船場

富山県美術館富山県美術館

➡➡

➡➡

➡➡

い
た

ち
川

い
た

ち
川

水と 緑を活かして賑わいを創出！公園

公園内施設の誘致
（ スタ ーバッ クス）

運河クルーズ
（ 富岩水上ライ ン）

富山県美術館 レスト ラ ン ラ・ シャンス

（ 都） 牛島蜷川線　 整備前 整備後

事業期間／H2 4 ～実施中、面積地区計／約4 ha

県民公園太閤山ランド 富岩運河環水公園 富山県総合運動公園

　 都市公園は、 都市内のオープンスペースと し て、 スポーツ やレク リ エーショ ンなどに利用さ れ、 人々の心にう る おいややすら ぎを

与える と と も に、 災害の防止や避難地と し ての機能も 果たし ています。 またその都市のシンボルと し ての役割も 担っ ています。

　 富山県の都市計画区域内人口１ 人当たり の都市公園面積は令和５ 年度末で、 1 6 .2 ㎡です。 こ れは全国平均の1 0 .9 ㎡よ り も 高い水

準にあり ます。

　 引き 続き 、 地域の自然や文化を 生かし た公園づく り に取り 組むと と も に、 都市全体がう るおいのある環境と なる よ う 、 公園緑地の

ネッ ト ワーク 化を 図り 、 優れた景観づく り にも 取り 組んでいき ます。

都市公園の整備5

と や ま の 土 木 2025
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北
口
駅
舎

南口駅舎等

北側 富
山
港
線

ホ
ー
ム

北
陸
本
線
下
り
ホ
ー
ム

北
陸
本
線
上
り
・

高
山
本
線
ホ
ー
ム

高
山
本
線
ホ
ー
ム

南側
1 . 事業着手前

1 . 仮線構築（ 完了） ２ . 下り線の高架切換（ 現在） ３ . 上り 線の高架切換

仮
下
り
線

仮
上
り
線

仮
上
り
線

新
幹
線

上
り
線

現
在

下
り
線

高
架

下
り
線現

在
上
り
線

新
幹
線

下
り
線

R4 . 1 2 . 4 仮線切換R4 . 1 2 . 4 仮線切換 R5 . 5 ～ 施工中R5 . 5 ～ 施工中

高架切換高架切換

仮下り 線撤去仮下り 線撤去

仮
下
り
線

仮
上
り
線

新
幹
線

上
り
線

新
幹
線

下
り
線 高

架
下
り
線

高
架

上
り
線

高架切換高架切換
新
幹
線

上
り
線

新
幹
線

下
り
線

仮上り 線撤去仮上り 線撤去

令和6 年3 月完成（ 平面4 車線化）

路面電車南北接続

南北自由通路富山駅付近

渋滞状況

至 魚津・黒部方面至 魚津・黒部方面

富山駅富山駅

至 高岡・小矢部方面至 高岡・小矢部方面

　 交通渋滞を解消するため南北を 接続

する 都市計画道路を 整備。
■あいの風と やま鉄道線、 JR高山本線

■（ 都）牛島蜷川線

■（ 都）堀川線

■富山地方鉄道本線

富山駅付近連続立体交差事業 施工手順1

　 鉄道で分断さ れている富山駅南北の市街地を 高架下

空間で接続。

駅の南北一体化（ 路面電車南北接続、 南北自由通路）2

駅周辺のアクセス道路3

　 富山駅周辺では、 駅周辺の混雑緩和や南北一体のまち づく り を 推進

するため、 北陸新幹線の建設にあわせて在来線を 高架化し 、 交差道路

の拡幅を 行う「 富山駅付近連続立体交差事業」 や駅周辺を整備する「 富

山駅周辺地区土地区画整理事業」 等により 、 県都の玄関口にふさ わし

い機能の整備や魅力づく り 、 景観の創出を推進し ています。

富山駅周辺の整備5

　『 連立事業、 路面電車南北接続事業、 新幹線富山駅建設事業が連携し 、 公共交通主体型まち づく り を 推進し た点が評価

さ れ、富山県、富山市、（ 独） 鉄道建設・ 運輸施設整備支援機構が令和２ 年度土木学会賞技術賞を受賞し まし た。』

あ
い
の
風

と
や
ま
鉄
道
線

下
り
ホ
ー
ム

あ
い
の
風

と
や
ま
鉄
道
線
上
り
・

高
山
本
線
ホ
ー
ム

新
幹
線
上
り

ホ
ー
ム

新
幹
線
上
り

ホ
ー
ム

新
幹
線
下
り

ホ
ー
ム

新
幹
線
下
り

ホ
ー
ム

南北自由通路南北自由通路

路面電車　

北口駅前広場

南口
駅前広場

南口
駅前広場

2 .高架化完成

R2 .3 . 2 1  南北接続開業R2 . 3 . 2 1  南北接続開業

路
面
電
車

南
北
接
続

完成イメ ージ（ 平面4 車線化）

渋滞状況

〈 富山駅周辺整備の概要〉

富山駅付近連続立体交差事業　 概要図

1  連続立体交差事業（ H1 7 ～）
事業主体／富山県
対象路線／あいの風と やま鉄道線､JR高山本線､富山地方鉄道本線
事業区間／富山市明輪町～曙町
延　 　 長／あいの風と やま鉄道線　 約1 . 8 km
　 　 　 　 　 富山地方鉄道本線　 約1 . 0 km
ホーム面数､線数／あいの風と やま鉄道線 ２ 面４ 線１ 切欠
　 　 　 　 　 　 　 　  富山地方鉄道本線 ２ 面２ 線

2  土地区画整理事業（ H1 8 ～）
事業主体／富山市
面　 　 積／約1 0 .4 ha
整備内容／広場の整備（ 南口･北口駅前広場、 西口交通広場）
　 　 　 　 　 道路の整備（ 富山駅南北線､富山駅横断東線など）

3  その他関連事業
街路事業／（ 都）牛島蜷川線、（ 都）堀川線など
路面電車南北接続事業、 自由通路整備事業

南
北

自
由
通
路

と や ま の 土 木 2025
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氷
見
市

高岡市 射水市

砺波市

小
矢
部
市

舟
橋
村

南

砺

市

富 山 市 立 山 町

上 市 町

滑川市 魚津市

朝日町

黒部市

入善町

小矢部川流域下水道 二上浄化センタ ー
（ 高岡市二上地内）

汚水処理人口普及率の状況
（ 令和５ 年度末）

注）普及率は各種整備手法の総処理人口による。

神通川左岸流域下水道 神通川左岸浄化センタ ー
（ 射水市海竜町地内）

普及率　 9 5 ％以上

普及率　 9 5 ％未満

凡　 　 　 例

富山県の流域下水道

計 画 処 理 人 口

項 　 目

関 係 市 町 村

計画処理区域面積

1 9 8 ,4 1 0 人 1 7 5 , 2 0 0 人

1 0 ,6 6 0 ha 7 , 0 9 9 ha

高岡市、砺波市、小矢部市、南砺市、射水市 富山市、 高岡市、 射水市

小矢部川流域下水道 神通川左岸流域下水道

〈 基本方針〉

　 ❶未普及地域の早期解消

　 ❷汚水処理施設の広域化・ 共同化

　 ❸既処理設備の効果的な改築・ 更新及び運営管理

と や ま の 土 木

　 水は、 人間が生き ていく 上で欠く こ と のでき ないも のです。 富山県には、 清ら かな水が豊富にあり 、 県民の誇り と なっ ていま

す。 こ の豊かで清ら かな水を県民共有の財産と し て守り 、 次の世代に引き 継いでいく こ と が、 私たち の責務です。 　

　 下水道は、 今後も 、 こ の豊かで清ら かな水を守り 、 快適で衛生的な生活環境を つく るために、 大き な役割を 果たし ていき ます。

下水道の整備6

　 汚れた水を き れいにする汚水処理施設には、 公共下水道、

農村下水道、 コ ミ ュ ニティ プラ ント 、 合併処理浄化槽など

があり ます。

　 富山県では、 平成２ 年度に全国に先駆けて「 全県域下水

道化構想」 を 策定し 、 県と 市町村が一体と なっ て汚水処理

施設の整備を 進めてき まし た。 こ の結果、 令和５ 年度末の

汚水処理人口普及率は、97.8％と 全国第８ 位になっています。

　 現在の４ 代目の構想と なる「 富山県全県域下水道ビ ジョ

ン 2 0 1 8 」 では、 ３ つの基本方針を 定め、 全県域の持続可

能な汚泥処理システムの構築を 目指し 、 取り 組みを 進めて

います。

県全域に快適な生活環境を1

　 下水道は、 汚れた水を き れいにするばかり でなく 、 処理し た水を 消融雪用水に活用し たり 、 下水汚泥を 肥料やブロ ッ ク 、 マン

ホールなどの建設資材に活用し たり するほか、 下水処理場の敷地の一部を、 地域住民が親し みを も てる公園と し て整備するなど、

下水道のも つ資源や施設を さ まざまに活用し ています。

　 平成25 年２ 月には、 二上浄化センタ ーで下水処理水を 放流する 際の落差を 利用し た小水力発電施設を 整備し まし た。 年間約

８ 万キロワッ ト アワーの発電能力があり ます。

下水道資源・ 施設の有効利用3

　 富山県では、 ２ つ以上の市町村の区域におけ

る 下水を処理する ために、 流域下水道を 整備し

ています。 昭和6 3 年３ 月には小矢部川流域下

水道、 平成９ 年1 2 月には神通川左岸流域下水

道を 一部供用開始し 、 広域的かつ効率的な下水

処理を 行っ ています。

流域下水道の整備2

Ⅱ 

活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り

20251 6



世界遺産登録推進シンポジウム2 0 2 2

　 国際防災学会イ ンタ ープリ ベント 2 018は、「 変動帯における大規模な土砂災害と 減災

対策」 を主なテーマに、 世界27の国と 地域から 749 名（ う ち外国人130名） の砂防技術者、

研究者、 行政関係者等が参加し 、 ４ 日間にわたり 富山国際会議場で開催さ れまし た。 富

山県は、 立山砂防の顕著な普遍的価値等のポスタ ー発表やパネル展示を行い、 閉会式では、

「 立山砂防は顕著な普遍的価値を有し ており、 今後の世界の人々の参考と なるよう 、 人類

共有の遺産と し て共有し ていく べきも のである」 と する、「 富山宣言」 が採択さ れまし た。

国際防災学会（ ウィ ーン）でのポスタ ー発表や
VR動画を用いたPR（ R6 . 6 ）

富山県防災危機管理センタ ーの展示

　 立山カルデラ 砂防博物館URL  h ttps: //www. tateca l. o r. jp /tateca l/ind ex. h tm l

　 ｢立山カルデラ砂防博物館｣と連携し、 野外ゾーンでの体験学習会の充実を図り、 県民意識の醸成に努めています。 体験学習

会の開催を通して、 立山カルデラの大自然の営み、 そして、 その大自然に挑んできた人間の英知と 努力の結晶とも いう べき砂

防事業の意義や高い技術などを広く 紹介しています。

■国際防災学会イ ンタ ープリ ベント 2 0 1 8

■県民意識の醸成 

重要文化財「 常願寺川砂防施設」

泥谷堰堤

昭和８ 年 平成2 5 年

白岩堰堤 本宮堰堤

立山砂防のパネル展示

白岩堰堤大型タ ペスト リ ー

パリ・ ユネスコ 本部で立山砂防の価値を説明（ R4 . 6 ）

と や ま の 土 木

「 立山砂防」の世界文化遺産登録を目指し て1

　「 立山砂防」 は、 災害の多いわが国にあっ て、 多雨多雪や脆弱な地質など土砂が流出し やすい条件が重なる 世界に類を 見ない

過酷な自然環境の中で人々の暮ら し を守り 続けてき た災害に対する 人間の独創的な対応力、 回復力を 示す防災遺産であり 、 人類

全体の貴重な文化資産と し ての価値を有し ています。

　 県は関係市町と と も に平成1 9 年９ 月末、｢『 立山・ 黒部』 ～防災大国のモデル－信仰・ 砂防・ 発電－～｣と し て、 文化庁に世界

文化遺産の提案を行い、 平成2 0 年９ 月に｢世界遺産暫定一覧表候補の文化遺産｣と 位置づけら れまし た。

　 こ れをう けて、 県では以下のよう な取組みを行っ ています。

９ 月 ｢『 立山・ 黒部』～防災大国のモデル－信仰・ 砂防・ 発電－～｣として文化庁に世界文化遺産の提案

６ 月 白岩砂防堰堤の重要文化財指定（ 砂防施設と し て初めて）
10月 国際砂防フ ォ ーラ ム2 0 0 9 （ 富山市内）

11月 世界遺産条約採択4 0 周年記念富山会議（ 富山市内）

11月 国際防災学会イ ンタ ープリ ベント 2 0 1 4 における発表（ 奈良市内）
３ 月 国連防災世界会議における発表（ 仙台市内）

９ 月 ｢世界遺産暫定一覧表候補の文化遺産｣に位置づけら れる

11月 世界遺産登録推進シンポジウム2 0 2 0 （ 富山市内）

10月 国際防災学会イ ンタ ープリ ベント 2 0 1 8 における発表（ 富山市内）

10月 国際イ コ モス年次総会国際シンポジウムにおける発表（ モロッ コ 王国）

８ 月 ワルスト ロム国連事務総長特別代表（ 防災担当） が立山カ ルデラ を視察
９ 月 日本イ コ モス国内委員会富山会議開催（ 富山市内）

５ 月（ 公社） 砂防学会「 富山大会」
５ 月 国際防災学会イ ンタ ープリ ベント 2 0 1 6 （ スイ ス） での周知活動（ 5 /3 0 ～6 /2 ）

10月 世界遺産登録推進国際シンポジウム2 0 1 7 （ 東京都内）
11月 ｢常願寺川砂防施設」 の重要文化財指定
12月 日本イコ モス国内委員会が「 立山砂防施設群」を「 日本の2 0 世紀遺産2 0 選」の3 番目に選定

Ｈ 19

Ｈ 20

Ｈ 21

Ｈ 24

６ 月 国際防災学会イ ンタ ープリ ベント 2 0 2 4 における発表（ オースト リ ア・ ウィ ーン）
３ 月 第四回世界防災フ ォ ーラ ムにおける発表（ 宮城県仙台市）

Ｒ 6

Ｈ 26

Ｈ 27

Ｈ 28

Ｈ 29

Ｈ 30

Ｒ 1

Ｒ 2

６ 月 国際防災学会イ ンタ ープリ ベント 2 0 2 1 における発表（ ノ ルウェ ー※web開催）Ｒ 3

Ｒ 4

Ｒ 5

６ 月 ユネスコ 本部で開催さ れた企画展に出展（ フ ラ ンス・ パリ ）
10月 竣工し た富山県防災危機管理センタ ーで立山砂防の価値や魅力を発信
３ 月 第三回世界防災フ ォ ーラ ムにおける発表（ 宮城県仙台市）

４ 月 国際防災学会イ ンタ ープリ ベント 2 0 2 3 における発表（ 台湾）
９ 月 国際イ コ モス総会における発表（ オースト ラ リ ア・ シド ニー）

Ⅲ 

美
し
い
県
土
づ
く
り

2025

Ⅲ 美し い県土づく り

1 7



通学路合同点検状況

川を語る懇談会（ 上庄川） 子ども 砂防教室（ 小矢部市） こども 雪教室（ 富山市）

県政バス教室

防災訓練

既存の道路敷を有効に活用し 、 歩行空間の確保 右折レーンの２ 車線化により 、 右折車の見通し を改善

対策前 対策後対策後対策前

歩行空間の整備例 見通し の改善例

対策実施例 【 立山町立高野小学校通学路 県道日中五百石線】

対策後対策前

●横断歩道の手前を カ ラ ー舗装化し 、 注意を 喚起する。

●歩道の転落防止柵の高さ を より 高く 、 安全なも のに更新する 。

　 私たちの生活を 支える 社会資本の整備や維持管理について、 県民の皆さ んと 一緒に考え、 取り 組みます。

県民の皆さ んと の未来づく り2

　 市町村などの関係機関、 地域住民と 密接に連携を と り ながら 、 大規模地震災害を想定

し た実践的かつ広域的な災害応急活動等の防災訓練を 実施し 、 防災計画等の円滑な運用

に資すると と も に、 防災思想の普及啓発を 図り ます。

■訓練（ いざと いう 時に備えて）

　「 と やまの土木」 を 実際に見て頂く 「 県民見学会」 や「 県政バス教室」 等の行事を 実

施する こ と で、 社会資本整備の意義と 重要性を県民の皆様にご理解頂けるよう 努めてい

ます。

■見学（ 社会資本に対する理解を深めるために）

　 社会資本は、 長期にわたり 利用さ れるも のです。「 川を 語る 懇談会」 や「 子ども 砂防

教室」、「 こ ども 雪教室」 の開催を と おし て、 次世代の主役と なる子供達と 社会資本であ

る 公共土木施設の役割を 共に考えています。

■教室（ 未来に向けて）

普及・ 啓発活動1

　 道路を利用する 県民の皆さ んから ご提案やご意見を 取り 入れながら 、今あるみちに「 ひと 工夫」 加えるこ と によ り 、道路がよ り 安全、

便利で快適に利用でき る よう にし ています。

■と やまのみちフ レ ッ シュ アッ プ事業

　 登下校中の児童や散歩中の未就学児等が死傷する事故が全国で相次いだこ と を 受けて、 富山県では道路管理者、 教育、 保育施設及

びその所管機関、 警察、 地域住民等が連携し て、 通学路及び未就学児の集団移動経路の合同点検を 行い、 その結果を 踏まえ、 現地の

状況に応じ た対策を実施し 、 交通安全の確保に継続的に取り 組んでいます。

■通学路及び未就学児の集団移動経路の合同点検による交通安全の確保

県民提案型事業の推進2
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景観づく り 住民協定 八日町通り （ 南砺市）

危険箇所の点検 （ 県道富山戸出小矢部線 戸出西部小学校前交差点）

河川愛護活動（ 高橋川） 道路愛護ボランティ ア（ 国道4 7 1 号）

河川美化活動（ いたち川）

　 地域の景観を よ り 良く し ていく ため

には、 その地域の人たちの自主的・ 主

体的な景観づく り への取組みにより 進

めら れる こ と が望まし く 、 かつ、 効果

的です。

　 富山県景観条例ではこ のよう な景観

づく り 活動を奨励するために「 景観づ

く り 住民協定」 の制度を 定めており 、

協定に基づいた修景事業等に対し て市

町村と 連携し 、 支援を行っ ています。

■景観づく り 住民協定

地域が主役と なる事業の推進3

　 県民の皆さ んと 一緒に、

清掃などの美化活動、 稚

魚の放流や植栽等の愛護

活動など川や海を 守り 育

てていく 活動を 進めてい

ます。

■ふるさ とリ バーボランティ ア支援制度

　 N PO 法人富山県砂防ボラ ンティ ア協会と 連携・ 協働し て危険

箇所の点検、 防災講習会などを 実施し 、 危険箇所の周知や防災

知識の普及、 土砂災害に対する 共助、 自助の意識を高めます。

■砂防N PO 協働支援事業

　 県民と の協働によ る除排雪を 推進

する一環と し て、 主要な交差点やバ

ス停等の歩道に除雪用スコ ッ プを 置

き 、 地域住民の方々や通行する 方々

に、 雪だまり などを ひと かき 除雪し

ても ら う も のです。

■雪と 汗のひと かき運動

　 歩道、 路肩、 植樹桝などの清掃、 草むし り 、 水やり 等のボラ

ン ティ ア活動を 支援し 、 県民の皆さ んと 一緒に、 道路沿線の美

化活動を進めています。

■道路愛護ボランティ ア制度

協働4
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とやまビューポイント  富岩運河環水公園から 見る富山市街

令和6 年度う るおい景観とやま賞 景観創出部門 利賀大橋

第1 7 回景観広告と やま賞（ 令和6 年）
景観広告大賞・ 富山県知事賞 3 7 BASE（ 南砺市）

砺波地域 富山地域 新川地域

眺望景観
保全指針

「 いなみ上新町歩いて楽し める町づく り 協定」
に基づく 修景（ 南砺市）

修景前

修景後

YouTube

　 屋外広告物の規制だけでなく 、 景観広告ガイ ド ラ イ ンの発行や「 景観広告と やま賞」 による顕彰等により 、 周辺景観と 調和し

た屋外広告物への誘導に取り 組んでいます。

■景観に調和し た屋外広告物の普及

■と やまビューポイント

う るおいある景観づく り1

　 平成14 年に景観条例を制定し 、 翌年に景観づく り を総合的・ 計画的に推進するための基本と なる「 景観づく り 基本方針」 を

策定し まし た。

　 こ の基本方針に基づき 、県内の豊かで美し い自然景観や田園景観が守り 育てら れ、良好な景観の都市づく り が行われると と も に、

歴史や文化を 生かし たまち並みづく り が進めら れるよ う 、 各種施策を 展開し ています。

地域の個性を活かし た景観づく り3

　 優れた景観を 眺望でき る 地点「 と やまビ ュ ーポイ ン ト 」（ 富山県景

観条例の「 ふる さ と 眺望点」 の愛称） を 、 令和３ 年３ 月に3 0 地点を

追加指定し 、 計6 0 地点と なり まし た。

　 県公式Yo uTub eでは、と やまビュ ーポイ ン ト を ユーチュ ーバー「 と

やまるこ 」 さ んが楽し く 紹介する 動画３ 本を 公開し ています。

■富山県眺望景観保全指針

　 と やまビューポイント から の眺望景観を保全するた

め、 令和４年３月に眺望景観保全指針を策定し まし た。

　 優れた景観がより よ い形で次代に継承さ れるよう 、

関係する 土地利用者等、 地域住民及び公共団体の皆

様に、 協力を お願いし ています。

■景観づく り に対する支援

　 住民等が一定の区域を 定め、 住宅等の建築物の位置、 形態・ 意匠、 敷地の緑化

等の景観づく り に関する協定の締結を 推進し ています。

　 こ の景観づく り 住民協定が締結さ れ内容が県に届けら れれば、 その協定に基

づく 修景事業等に要する費用の一部を 関係市町村と 連携し 支援し ています。

■景観づく り の普及啓発

　 　 う る おいや安ら ぎを 感じ さ せる建築物・ 工作物、 景観づく り の推進を 目的と

し た個人又は団体の活動等を公募し 、 優れたも のを 表彰する「 う るおい景観と や

ま賞」 等の顕彰事業を 行っ ています。 簡単に参加ができ るよう 、 イ ン スタ グラ ム

から 応募可能と し 、 写真１ 枚で応募する「 景観フ ォ ト 部門」 を 新設し まし た。

■富山県屋外広告物条例に基づく 規制

屋外広告物の適正化2

　 良好な景観形成・ 風致維持、 公衆への危害防止を 図る ため、

県条例により 、 屋外広告物の規制を 行っ ています。

　 立山連峰を はじ めと する 優れた自然・ 眺望景観の保全と 良好

な沿道景観の形成のため、 許可基準等を改正し た県条例・ 同施

行規則を 平成2 2 年７ 月より 施行し ています。

　 ま た、 平成2 6 年には、 北陸新幹線から の眺望景観保全のた

め規制地域を 見直し まし た。

住民協定に基づく 修景事業
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あふれた水で濁流と 化し た道路（ 魚津市本江地区）

海から 見た富山県鳥瞰図 河川縦断概略図

県内の河川

県外・ 外国の河川

坪野川（ 富山市婦中町速星地区）

平成2 6 年7 月2 0 日浸水被害

平成2 0 年7 月

平常時

　 坪野川は、 富山市婦中町の市街地を流れ、 神通川支川の宮島川に合流す

る 延長約2 .3 k m の一級河川です。 坪野川沿川では、 住宅や商業施設等の

開発が進んでおり 、 局地的な集中豪雨によ り 、 平成1 6 年７ 月、 平成2 0 年

７ 月に浸水被害が発生し まし た。

　 こ のため、 ボト ルネッ ク と なっ ていたJR高山本線横断部を 含む宮島川

合流点から 2 0 0m 区間の整備に平成2 5 年に着手し 、 令和4 年に完成し まし

た。 引き 続き その上流の河道の拡幅を進めており 、 浸水被害の早期解消を

図るこ と と し ています。

　 鴨川は、 魚津市の市街地を 流れ、 富山湾に注ぐ 延長約3 .9 km の二級河

川です。 本川は川幅が狭く 、 流下能力が小さ いため、 こ れまで浸水被害が

繰り 返し 発生し ています。 　

　 近年では、 平成2 6 年７ 月1 9 日～2 0 日の豪雨において、 魚津観測所（ 魚

津市六郎丸） で時間雨量8 3 m m 、 降り 始めから の総降水量2 8 0 .5 m m と い

う 史上最多の猛烈な雨を 観測し 、 床上浸水４ 戸、 床下浸水1 1 戸の被害が

発生し まし た。

　 沿川には住宅等が密集し ており 、 現川改修が困難であるこ と から 、 魚津

市相木地先から 富山湾へ直接洪水を 流す放水路を 、 市街地の道路下に整備

する こ と と し 、 平成1 3 年度から 進めています。

　 振動や騒音の抑制や安全な道路交通の確保に努めながら 、 放水路の整備

を進め、 浸水被害の早期解消を 図るこ と と し ています。

3 0 0 0 m級の北アルプスから 一気に富山湾に流れこ む3 0 0 0 m級の北アルプスから 一気に富山湾に流れこ む

常
願
寺
川

黒部川
富山湾

神
通
川

庄
川 小

矢
部
川

■坪野川（ 富山市）

■鴨川（ 魚津市）

　 富山県には一級河川５ 水系2 1 6 河川（ 黒部川、 常願寺川、 神通川、 庄川、 小矢部川）、 二級河川3 0 水系1 0 2 河川（ 片貝川、 早

月川など） が流れており 、 その全長は1 ,6 4 9 km に及び、 そのう ち 1 ,4 8 1 km を県が管理し ています。

河川の概要1

　 富山県の河川は急流河川のため、 洪水による堤防の決壊や護岸の損傷、 氾濫などの水害が発生し ています。

　 こ のため、 各河川で堤防の強化、 川幅の拡幅、 放水路の整備などを 計画的に進める と と も に、 イ ン タ ーネッ ト によ る水位情報

の提供など、 ソ フ ト 施策の充実を 図り 、 安全で安心な川づく り を進めています。

安全で安心な川づく り2

治水対策の推進1

　 富山県には多く の河川が流れており 、県民の生活や産業に「 恵み」 を も たら し てく れます。し かし 、ひと たび氾濫する と「 脅威」

と なり 、 幾度と なく 大き な災害を 引き 起こ し てき まし た。 河川が有する 二面性を ふまえ、 水を 治め、 利用し 、 水と 親し む川づく

り を 進めています。
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H 1 6 台風2 3 号による被害状況

富山県のダム事業位置図

完成イ メ ージ

　 事前放流は、 計画規模を 上回る洪水が予測さ れた場合に、 事前に貯水位を

低下さ せ、 利水容量を 治水容量と し て一時的に活用する操作です。

　 富山県土木部が管理する 1 6 箇所のダムにおいても 事前放流の運用を 進め

ています。

■ダムの事前放流

洪水前

事前の
放流

流入

洪水調節容量

利水容量 等

事前の放流により 洪水調節

のための容量をさ ら に確保

洪水中

放流

流入

洪水調節容量

＋確保し た容量

事前の放流により 確保し た

　 容量も 用いて洪水調節

流域治水プ ロ ジ ェ ク ト 【 イメ ージ図】

山間部
のダム

ダム高
1 1 2 m

堤体積 約5 0 万㎥

天端標高
4 3 9 m

湛水面積
1 . 1 k㎡

山間部
のダム

平野部の
開発エリ ア

　 平成2 0 年７ 月2 8 日に南砺市で集中豪雨が発

生し ま し た。 こ の時、 小矢部川水系山田川の城

端ダムでは時間雨量1 1 2 mm を 記録し ま し たが、

ダ ム 地点 に お い て

1 6 0 ｍ ３ /sを 調節し

た結果、 下流の南砺

市是安地点において

水位を 約6 0 cm下げ

る効果があり まし た。
洪水時の城端ダム

ダムが無かっ たら 、堤防から

あふれ、山田川の洪水被害は

拡大し ていまし た。

：  ダムが無かっ た場合の推定水位

：  洪水時の水位（ 堤防天端より 20cm下方）

約6 0 cm

洪水調節の事例

　 気候変動によ る 水災害リ スク の増

大に備えるためには、 こ れまでの河

川管理者等の取組だけでなく 、 流域

に関わる関係者が、 主体的に治水に

取り 組む社会を 構築する 必要があり

ます。

　 河川・ 下水道管理者等による 治水

に加え、 あら ゆる 関係者（ 国・ 都道

府県・ 市町村・ 企業・ 住民等） によ

り 流域全体で行う 治水「 流域治水」

に転換するため、 流域全体で早急に

実施すべき 対策の全体像と なる 「 流

域治水プロジェ ク ト 」を 策定し 、ハー

ド ・ ソ フ ト 一体の事前防災対策を 推

進し ます。

流域治水プロジェクト3

　 　 洪水や渇水の被害を 防ぎ、 総合的な水利用を 図る ため、 河川総合開発事

業を 進めており 、現在、県営1 6 ダム、国土交通省１ ダムの管理と 、利賀ダム(国

交省)の建設を 行っ ています。

　 ダムには洪水調節、 流水の正常な機能の維持、 水道用水や消流雪用水等の

開発、 発電などの役割があり 、 様々な恵みを 私たちに与えてく れます。

ダムの効果4

　 平成16年の台風2 3号による洪水では、 庄川の堤防や護岸に大きな被害が発

生し たほか、 高岡市、 射水市などで1 ,4 0 0 世帯に避難勧告が発令さ れまし た。

　 こ う し た洪水被害から 庄川沿川地域を 守る こ と 、 また、 流水の正常な機能

の維持を 図るこ と 、 砺波工業団地へ工業用水を 供給する こ と を 目的と し て、

利賀ダムの建設が進めら れています。 　

■利賀ダム （ 南砺市利賀村）： 国交省

ダム堤頂長 約2 5 5 m

注： 湛水イメ ージはN W L時
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富山湾の海底地形

ボラン ティ アによる海岸清掃

海岸侵食対策事業を
進めている富山海岸（ 富山市）

寄り 回り 波（ 滑川市）

※「 寄り 回り 波」 と は、 日本海の北部から 富山湾にやっ てきたう ねり が海岸近く で大きく なり 、 沿岸

　 各地に被害を与える高波のこ と で、 主に、 射水・ 滑川・ 入善などの各海岸で発生し ます。

　 護岸、 離岸堤、 人工海浜などの海岸保全施設

を 面的な広がり を も っ て適切に配置し 、 それら

の複合機能により 背後地を 防護する施設整備方

式です。

　 海辺の環境や景観に配慮し 、 水面下に捨石な

どによっ て、 人工の浅瀬を つく り 、 海岸侵食を

防止する 施設です。

面的防護方式

人工リ ーフ

施工前 施工後

　 富山湾は、 能登半島と 広大な扇状地平野に縁取ら れた日本海側最大の湾であり 、 富山湾越し に望む立山連峰は世界に誇る絶景と 呼

ばれ、 多く の方々に親し まれています。

　 し かし 一方では、富山湾特有の地形が原因と なっ て「 寄り 回り 波」 などの高波が頻繁に発生するこ と から 、侵食が著し い海岸と なっ

ています。

　 富山県の海岸は、 西部の能登半島から 東に向かっ て南に大き く 湾曲し て富山湾を

形成し ており 、 その延長は1 4 7 .4 km です。 海底の複雑な地形と 富山湾特有の「 寄

り 回り 波」※や冬季風浪等の海象条件があいまっ て、 過去幾度と なく 大災害が発生し 、

県民の生活や財産を 脅かし てき まし た。

海岸保全対策の推進2

海岸の概要1

　 こ れまで地域住民や海岸管理者等により 、海岸漂着物の回収・

処理などの取組みが実施さ れ、 一定の成果が得ら れていると こ

ろ です。

　 更に、 こ れら の取組みを 一層推進するため、 県では、 令和３

年３ 月に「 富山県海岸漂着物対策推進地域計画」 を 改定し 、 今

後も 、関係機関、ボラ ン ティ ア等と 一体と なっ て「 美し く 豊かで、

県民が安全に気持ち よく 利用でき る 海岸」 の実現に取り 組んで

います。

海岸漂着物対策3

　 波浪による被害から 県土を 保全し 、

県民の生命、 財産を 守るため、 富山

海岸や宮崎海岸など８ 海岸では面的

防護方式により 護岸、 離岸堤、 人工

リ ーフ などの海岸保全施設の整備を

進めています。

■整備状況

　 県ではこ れまで、寄り 回り 波などに

よる甚大な被害を 度々受けてき たこ

と から 、高波対策を 中心に施設の整

備を進めてきたところですが、引き 続

き 災害に強く 強靱な県土づく り を 推

進するため、東日本大震災を教訓とし

て、地震・ 津波対策も 含めた施設整備

に取り 組んでいく こととしています。

　 また、 一部の海岸堤防や護岸は築

造後相当の年月が経過し ており 、 波

力等の影響による 損傷や経年変化な

ど、 機能低下の進行により 破堤等の

被害の発生が懸念さ れるこ と から 、

長寿命化計画に基づき 海岸保全施設

の機能の維持、 強化を図る こ と と し

ています。 　

■今後の整備方針

海岸の保全2

2 3
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　 南砺市利賀村上百瀬において、 平成2 9 年１ 月、 斜面崩壊を 伴う 土砂流出が発生し 、 家屋の全半壊や県道の通行止めなどの被害が

発生し まし た。

　 緊急災害対策と し てブロ ッ ク 堰堤を 施工し まし た。 また、 こ の斜面は、 県が平成1 9 年３ 月に土砂災害警戒区域に指定し 、 南砺市

がハザード マッ プを作成し 、 住民に周知を 図っ てき た場所です。 こ う し たこ と も あり 地域にお住いの方々の災害に対する危機意識が

高く 、 速やかな避難など適切に対応さ れたため人的被害が発生し ませんでし た。

そやま だ し たに

南砺市 祖山出谷砂防堰堤の整備 （ 平成2 0 年～2 6 年）

　 平成2 0 年7 月豪雨による土石流で国道1 5 6

号が流出し 、 地域の物流、 観光に多大な影響

（ 約4 1 日間通行止） を 与えたこ と から 、 国

道の山側に新たな砂防堰堤を 整備し 、平成2 6

年1 2 月に完成し まし た。

　 平成2 9 年８ 月の豪雨によ り 再び土石流が

発生し まし たが、 堰堤によ り 捕捉さ れ、 国道

上の円滑な交通は確保さ れまし た。

　 その後、 除石を 行い、 土石流を捕捉する容

量を 確保し まし た。

国道1 5 6 号国道1 5 6 号

交通ネット ワークを 保全し 、物流・ 観光を守る

被災（ 平成2 0 年７ 月）　 土石流捕捉（ 平成2 9 年８ 月）

除石実施（ 平成3 0 年６ 月）

（ PC版へのアク セスはP. 3 5 参照）

■南砺市利賀村上百瀬地内における土砂災害

施工前 施工後

ス マ ート フ ォ ン 版 画 面

■スマート フ ォ ン版  h ttp s : //w w w . s a b o . p re f. to y a m a . l g . j p /s p /

雨量メッ シュ 危険度状況図 土砂災害地図情報

　 富山県は、 急峻な山岳地帯や急流河川などの険し い地形条件により 、 土石流や地すべり 、 がけ崩れなどの土砂災害が発生する恐れ

がある 危険箇所が数多く あり 、 昔から こ う し た災害と の闘いが繰り 返さ れてき まし た。

　 私たちは、 こ のよ う な地形が持つ危険から 、 県民の生命と 財産を 守り 、 豊かで美し い県土を 保全し ています。

　 富山県では、 ①土砂災害防止法に基づく 土砂災害警戒区域4 ,8 8 6 箇所（ う ち特別警戒区域3 ,6 5 2 箇所） の指定、 ②市町村と 協力し

たハザード マッ プの配布、 ③富山地方気象台と 共同での土砂災害警戒情報の発表等のソ フ ト 対策と 、 土砂災害警戒区域のう ち 人家５

戸以上等ある重要整備区域1 ,6 2 2 箇所を 対象にハード 対策を 進めています。

土砂災害対策の推進3

土砂災害の防止1

インフラ施設のスト ック効果（ 砂防堰堤が地域の物流・ 観光を守る！）3

　 スマート フ ォ ン 版のサイ ト では、 PC版と ほぼ同様の情

報が閲覧でき る こ と に加え、 位置情報機能により 、 自分が

現在いる場所の雨量状況や土砂災害の危険度などを リ アル

タ イ ムで確認する こ と ができ ます。

　 また、地図情報では、土砂災害警戒区域等が確認でき ます。

普段よ り 、 住んでいる地域がどのよ う な土砂災害の危険が

あるかを把握する 際にも 役立てて下さ い。

■土砂災害警戒情報支援システム

　（ スマート フ ォ ン版）

ソフト 対策の充実2

2 4
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　２０１１年に発生した東日本大震災は、 地震・ 大津波により、 未曽有の被害をもたらしました。 地震などの大規模な自然災害は発生そのも

のを防ぐこと ができないこと から、 被害を最小限に食い止める「 減災」 の考え方が重要と なります。 そこで、 県では、 公共土木施設の耐

震化などのハード 整備や住宅の耐震化支援に引き続き取り 組むとともに、 津波避難の意識啓発等のソフト 対策も 行っています。

　 県では、「 津波防災地域づくりに関する法律」 に基づいて実施し た津波シミュレーショ ン調査結果を

踏まえ、 平成3 0年３ 月に津波災害警戒区域を指定しまし た。 これにより、 市町においては、 地域防災

計画の拡充や津波ハザード マップが作成さ れたほか、 病院や高齢者福祉施設等では、 避難確保計画の

作成や避難訓練の実施が必要になるなど、 各自治体の警戒避難体制の整備が加速されます。

※指定に関する詳細は、 県河川課のホームページをご覧く ださ い。

既設道路標識柱への

海抜等の表示

県産材耐震シェ ルタ ー

津波ハザード マッ プ

（ 氷見市）

伏木富山港（ 新湊地区） 北１ 号岸壁

〈 津波災害警戒区域の指定〉

細島橋（ 国道1 5 6 号）

施工後

施工前

橋脚補強
（ コンクリ ート による巻立て）

地震・ 津波対策の充実4

　 地震により 橋梁が著し い損傷を受けた場合、 通行止めが発生す

る など、 県民生活に多大な影響を及ぼすこ と と なるこ と から 、 安

全で安心な道路ネッ ト ワーク を 確保するため、 落橋・ 倒壊防止対

策など、 橋梁の耐震化を推進し ています。  

■橋梁

　 市町では、 浸水情報や防災情報を 掲載し た津波ハザード マッ プを 住民に広く 提供

するこ と で、 ソ フ ト 面での防災対策の充実を 図り 、 住民の自衛力の向上や被害の軽

減を図る こ と と し ています。

■津波ハザード マッ プ

　 県民の防災意識を 高め、 津波発生時の避難に役立てる ため、 県管理道路上の既設の道路案内標識柱等に、 海

抜及び海岸から の距離を表示し たシート を設置し ています。

■海抜表示の実施

　 地震により 河川堤防等の河川管理施設が著し い損傷を 受けた場合、 浸水被害が発生するなど、 県民生活に大き な影響を 及ぼすおそ

れがある こ と から 、 所要の耐震性を 有し ていない区間について、 対策工の検討を 進めていき ます。

■河川管理施設

　 伏木富山港（ 新湊地区） 国際物流タ ーミ ナルでは、 北１ 号岸壁（ Ｌ = 2 8 0 ｍ） が耐震強

化岸壁と し て平成1 4 年に供用開始し ており 、 富山県地域防災計画においても 海上輸送拠

点施設と し て位置づけら れています。

　 また、 伏木富山港（ 富山地区） における耐震強化岸壁の整備など、 災害時における 緊急

物資輸送の確保を 図るため、 岸壁・ 橋梁等の港湾施設の耐震化を 推進し ています。

■港湾施設

公共土木施設の耐震化1

津波避難の意識啓発3

　 支援制度を 設け、 住宅等の耐震化の促進に取組んでいます。

• 木造住宅耐震診断支援事業【 自己負担額： 2 千円～6 千円】

• 木造住宅耐震改修支援事業【 工事費 補助率：4 ／5（ 上限12 0万円）】

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　【 設計費 補助率：2 ／3（ 上限 2 0万円）】

• 危険コ ンク リ ート ブロッ ク 塀等除却支援事業

   【 補助率：２／３(上限1 0 万円 除却後設置の場合は上限15 万円)】

• 耐震シェ ルタ ー設置支援事業 【 補助率： ２ ／３（ 上限6 0 万円）】

■木造住宅等の耐震化

　 災害時の活用等の協定を締結

する、民間の耐震診断義務付け

大規模建築物の改修費用への補

助制度を 設け、耐震化に取り 組

んでいます。

【 補助率： 改修費用の4 4 .8 ％

（ 令和７年度までの時限措置で嵩上げ）】

■大規模建築物の耐震化

住宅・ 建築物の耐震化2

　 地震等の発生によ り 、 砂防関連施

設に著し い損傷があっ た 場合、 人

命・ 家屋等への災害防止機能が失わ

れる恐れがあり ます。 そのため、 平

成2 3 年度よ り 、 耐震調査を 実施し

ており 、 対策工を 進めています。

　 下水道施設は都市の基幹施設であり、震

災によってその機能が麻痺し た場合、市民

生活に大きな影響を及ぼします。こ のため

処理場については、個々の施設において構

造面の耐震化を 図り 、マンホールや管きょ

については、浮上防止対策を進めています。

■砂防施設 ■下水道施設 企業 病院

住民

消防署
官公庁

公共交通

被害発生

水道水源の汚染

都市機能がマヒ

ト イレが使えない

橋桁の
落下防止

2 5
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昭和5 5 年度

令和 ６ 年度

増　 　 　 減

除雪延長
（ km）

除雪率
（ ％）

歩道除雪
延長（ km）

消雪パイ プ
（ km）

スノーシェッド
（ km）

雪崩防止柵・ 壁
（ km）

流雪溝
（ km）

県保有除雪
機械（ 台） う ち 歩道除雪機械 う ち凍結抑止剤散布車

※雪崩対策施設：

　 道路を雪崩から まも るために、 道路脇の斜面に設けら れた設備です。

※堆雪帯： 道路の路肩を広く し 、 除雪し た雪を堆雪し ておく ための場所です。

消雪施設の整備

熟練講師による指導（ 砺波市）

　 除雪機械を運転するオペレ ータ ーの高齢化によ り 、 持続的な

除雪体制の確保に向けてオペレ ータ ーの育成が課題と なっ てい

ます。

　 こ のため、 県では平成2 2 年度から オペレ ータ ーの育成と 技

能向上を 図る こ と を 目的に、「 除雪オペレ ータ ー実地研修」 を

実施し ています。

　 また、 平成2 7 年度から 除雪作業に必要な大型特殊免許の取

得費用等を 補助する 「 富山県除雪オペレ ータ ー育成支援事業」

を 実施し ています。

雪崩対策施設

　 富山県では「 5 6 豪雪」 の厳し い経験を 契機に、 雪を克服するこ と 、 さ ら に雪を 活用するこ と に、 本格的に取り 組み始めまし た。

　 私たちは、 降積雪時においても 、 県民生活に支障がなく 、 産業経済活動が円滑に進めら れるよ う 雪に強いまちづく り を進めます。

雪に強いまちづく り5

安全で快適な歩行空間の確保1

　 道路の雪対策については下表の施設整備のほか、 除雪の出動基準の見直し 、 路面情報の提供など、 5 6 豪雪時（ 約4 0 年前） と 比べ

て質・ 量と も 大き く 進展し ています。

■5 6豪雪時と 令和６年度の雪対策の比較

歩行空間の確保

　 通園・ 通学路など歩行者の多い歩道においても 快適な歩行者

空間を 確保する ための除雪を進めています。

　 また、 地域の除雪ボラ ンティ ア団体への歩道除雪機械の貸出

し や、「 雪と 汗のひと かき 運動」 など歩道等において県民の皆

さ んと の協働によ る除雪も 実施し ています。 　

消雪施設の整備等3

　 冬期交通の確保のため、 道路幅の狭い区間への堆雪帯※の設

置や人家が連たんし ているため堆雪スペースが確保でき ない区

間等における消雪施設の整備、 また古く なっ た消雪施設の更新

を 行う と と も に、 国、 県、 市町村が連携し 、 県下全域の道路の

除排雪を進めています。

除雪機械のオペレータ ー確保等に関する取組み2

　 短期的・ 局地的な大雪が発生し た場合など、 雪崩等により 集

落の孤立が懸念さ れるこ と から 、 道路の安全な通行を 確保する

ため、 雪崩対策施設※などの整備を 進めています。 　 　

雪崩防止対策の推進4

2 ,0 6 5 . 9

2 , 3 1 8 . 1

+2 5 2 . 2

8 6 . 9

9 3 . 2

+ 6 . 3

4 1 . 0

1 , 1 1 0 . 0

+1 , 0 6 9 . 0

9 2 . 8

7 4 1 . 8

+6 4 9 . 0

5 . 8

1 3 . 7

+7 . 9

4 . 2

1 9 . 3

+1 5 . 1

4 1 . 7

7 4 . 5

+3 2 . 8

1 2 5

4 9 7

+3 7 2

5

1 8 3

+1 7 8

0

4 2

+4 2

2 6
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公共水域における不法係留船対策の推進

鋼橋の防食機能維持 港湾岸壁の防食機能維持

ト ンネル点検 橋梁点検

現状 約4 5 ％ 30年後 約9 2 ％

［ Ｒ７ . ４ 現在］

30年後 10 0 ％現状 約2 9 ％

港湾の岸壁

現状 約5 4 ％ 30年後 約8 7 ％橋　 　 　 梁

ト ン ネ ル

建設後5 0 年経過する公共土木施設の推移

【 定期的な点検】

【 対 策 工 事】

個別施設毎の長寿命化計画等策定状況【 策定済】

メ ンテナンスサイ ク ル

５ 年
１ サイクル

定期的な点検

計画策定事後評価

対策工事

H2 3 . 2 　 橋梁（ R7 . 3 改定）

H2 5 . 9 　 都市公園（ R6 . 1 2 変更)

H2 7 . 2 　 河川管理施設（ 水門等）（ R6 . 3 見直し ）

H2 8 . 3 　 港湾施設

H2 9 . 3 　 ト ンネル（ R4 . 1 2 見直し ）

H2 9 . 3 　 道路付属物（ R4 . 1 2 見直し ）

H3 0 . 3 　 砂防設備、 下水道スト ッ ク マネジメ ント 計画

R 1  . 6 　 地すべり 防止施設、 急傾斜地崩壊防止施設、

　 　 　 　 ダム施設（ R6 . 3 見直し ）、 海岸保全施設

100

橋梁の再塗装
腐食を 除去し 、 耐久性に
優れた塗料を使用

公共土木施設の計画的・ 効率的な維持管理の推進6

公共土木施設の長寿命化の観点に立った計画的な維持管理・ 更新の推進1

　 公共水域における不法係留船は、 違法に設

置さ れる杭や桟橋による 公共物の破損、 違法

駐車や騒音による 住民等と のト ラ ブル、 美し

い景観の破壊等、 様々な問題発生の要因と

なっ ています。 こ う し たこ と から 、 不法係留

船の重点的撤去区域を 設定し て規制強化に取

り 組むなど対策を 進めています。

2

　 県が管理する橋梁などの公共土木施設は、戦後の高度経済成長期以降

に整備さ れたも のが多く 、今後は高齢化し た公共土木施設の急速な増加

に直面します。高齢化し た施設の割合が増大し ていく と 、重大な事故や致

命的な損傷などの発生するリスクが高まること が懸念さ れます。

■公共土木施設の老朽化の現状

　 従来の損傷が発生し た後に対応する 「 対症療法型管理」 から 、 致命

的欠陥が発生する 前に措置する 「 予防保全型管理」 に転換する こ と に

よ り 、 致命的な損傷を事前に防止する と と も に、 施設の寿命を 延ばし

ラ イ フ サイ ク ルコ スト の低減と 予算の平準化を 図る長寿命化対策を 進

めています。

　 こ れまでの長寿命化計画（ 個別施設計画） の策定状況は以下のと お

り です。

■「 対症療法型管理」から「 予防保全型管理」への転換

　 今後は、 策定し た長寿命化計画等に基づき 、 定期的な点検や対策工

事を行う と と も に、 その結果を 踏まえ、 修繕の優先度などを適宜見直

し 、 計画にフ ィ ード バッ ク し ていく こ と と し ています。

■長寿命化計画等に基づく 計画的な維持管理等

　 公共土木施設の長寿命化の観点に立ち、 計画的・ 効率的な維持管理や更新を推進し 、 社会の重要な機能が致命的な障害を 受けず維

持さ れる よう 県土の強靱化を 図り ます。

不法係留の状況 対策後（ 内川）

電気防食
腐食し やすい環境にある

鋼矢板式岸壁のさ びの発

生を抑制

現状 3 0 年後
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　 住宅の耐震化、 バリアフリ ー化、 省エネ改修工事など、 一定の条件を 満たし たリ フォ ーム工事や、 子育て世帯や県外から の定住世帯

向けの住宅の新築・ 購入・ リ フォームに対して15 年固定金利の融資及び利子補給を行っています。

　 木造住宅の耐震診断・ 耐震改修設計・ 耐震改修工事や危険なコ ンク リ ート ブ ロッ ク 塀の除却等の支援制度を 設けている ほか、（ 公

社） 富山県建築士会の家具転倒防止活動を 助成する等、 住宅の耐震化の促進に多角的に取り 組んでいます。

耐久性等に優れた長期優良住宅

■住みよい家づく り 資金融資制度

■木造住宅等の耐震化

　 Ｚ Ｅ Ｈ 基準を 上回る県独自の基準を満たす富山型高性能住宅の工事費

等に支援するこ と で、 住宅の省エネルギー化を促進し ています。

■住宅の省エネルギー化

　 長期にわたり 良好な状態で使用する ための措置が講じ ら れた住宅や、

断熱構造や設備が一定の省エネ基準を満たす建築物の認定を 通じ て、 よ

り 高品質の住宅の普及を 促進し ています。

■長期優良住宅認定制度及び低炭素建築物認定制度

　 公営住宅法に基づき 、 住宅に困窮する低額所得者に対し 、 県

営住宅を低廉な家賃で供給し ています。

１ . 県営住宅の供給

　 県民から の住宅に関する様々なト ラブルについての相談に対応するため、建築関係団体と 連携し て「 とやま住宅相談所」を運営しています。

３ . 安全・ 安心に暮ら すための住宅相談体制

　 高齢者が安心し て暮ら せるよう  「 専門家による見守り サービ ス」

などを提供する賃貸住宅の供給を 促進し ています。

２ . サービス付き 高齢者向け住宅の供給促進

　 富山県は持ち 家率、 床面積、 畳数など、 全国ト ッ プク ラ スの居住水準にあり ます。 こ れから の住宅整備については、 住宅そのも の

の水準の向上はも ちろ ん、 多様なニーズに対応し た住環境整備や周辺と 一体と なっ て良好なまち なみを形成するよ う に誘導し ていく

必要があり ます。

安全・ 安心で豊かな住環境づく り7

地域の特性に応じ た良質で快適な住環境整備3

　 人口減少社会の到来により 、 空き 家が増加する こ と で発生する景観・ 環境・ 防犯上の諸問題に対応するため、 空き 家対策官民連絡

協議会等を 通じ て市町村や民間団体などのニーズや意見を 聞き ながら 、 財政的支援や技術的助言等に努めています。

住宅市場の環境整備と 住宅セーフ ティ ネット の充実2

　 暮ら し 方にあっ た住宅を 安心し て取得・ 改修でき る よう 、 住宅市場の環境整備を図ると と も に、 全ての人が安心し て暮ら すこ と が

でき る 住宅セーフ ティ ネッ ト の充実を図っ ています。

住宅の耐震化、 バリ アフリ ー化、 省エネルギー化等の促進1

　 住宅の耐震化やバリ アフ リ ー化、 省エネルギー化を 推進するなど、 多様な居住ニーズに対応し た住まいづく り を 促進し ています。

7 8  

6 2  

7 8  

6 2  

8 0  

6 0  

7 9  

6 1  

7 7  

6 1  

7 9  

6 2  

住宅持ち家比率

2 0  

4 0  

6 0  

8 0  

1 0 0  

1 5 0

9 3

1 4 4

9 2

1 3 9

9 1

1 4 9  

9 2  

1 5 2  

9 2  

1 5 2  

9 0  

1 住宅当たり 延べ床面積（ 専用住宅）

3 0  

6 0  

9 0  

1 2 0  

1 5 0  

1 8 0  

H7  H1 2  H1 7  H2 2  H2 7  R2 H1 0  H1 5  H2 0  H2 5  H3 0 R5
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多目的ト イ レ

スロープ

空港スポーツ 緑地
イ ンク ルーシブ
ひろば

富山県防災危機管理センタ ー

県産材木材壁面ルーバー
（ 富山県議会議事堂）

高志の国文学館
（ 全建賞、中部建築賞、JIA優秀建築賞を受賞）

アルミ スパンド レルによる外壁
（ 富山県美術館）

　 公共建築物は、 街並み等の中で大き な比重を 占めるも

のが多いこ と から 、 公共事業の景観づく り 指針に基づき 、

地域の景観や歴史的重要性などに配慮し た施設整備に努

めています。

県立学校の長寿命化改修工事を行っています。

　 県立学校の多く は昭和4 0 ～5 0 年代に建

設さ れており 、 計画的な老朽化対策や教育

環境の質的改善・ 機能向上が必要です。 そ

のため、 令和２ 年度から 、 県立学校の長寿

命化改修工事を 実施し ています。

　 令和６ 年度は、 富山いずみ高校、 砺波工

業高校、 富山聴覚支援学校の長寿命化改修

工事を 行っ ています。 砺波工業高校（ 着工前） 砺波工業高校（ 完成）

ト ピック ス

風景になじ む3

　 公共建築物には、 地場産業の復興、 地球温暖化対策などの先導的な

役割が期待さ れており 、 県産材を 含めた木材リ サイ ク ル製品の利用の

ほか、 省エネや自然エネルギーの活用など、 先駆的な工夫を し ていま

す。

地域にやさしく 、 地球にやさしく4

県有建築物の整備・ 保全8

誰も が使いやすく1

　 公共建築物には、 必要と さ れる本来の機能のほか、 すべての人に優し く 、 使用に

不便がないこ と が求めら れており 、 バリ アフ リ ーやユニバーサルデザイ ン に配慮し

た施設づく り を 行っ ています。

より 安全に2

　 公共建築物は、 多く の人が利用し 、 災害

時には復旧等の拠点と なるこ と から 、 定期

点検のほか、 雪に強く 、 耐震性を 備えた設

計によ り 、 施設の機能保全や安全確保を

図っ ています。

　 少子高齢化や地球温暖化などに対応し た、 人や地球にやさ し い施設づく り が不可欠と なっ ています。

　 また、通常の使用に加えて、災害時の施設の安全性の確保が強く 求めら れています。機能的でう るおいがあり 、安全で安心し て使える 、

質の高い建築物の整備や保全を 進めていき ます。

と や ま の 土 木 2025
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と や ま の 土 木 2025

　 建設業は、 社会生活の基盤と なる 道路、 河川、 港湾な

どの社会資本の整備・ 維持管理の担い手であると と も に、

除雪災害対応など、 県民の安心・ 安全な暮ら し を 支える

地域の「 守り 手」 と し て重要な役割を担っ ています。

　 一方で、 近年の建設業界では、 少子高齢化に伴う 就業者数の減少や高齢化が進行し ており 、 将来を 担う 若手技術者の確保・ 育成が

喫緊の課題と なっ ています。

　 こ のため、 富山県では、 県内の建設企業が将来にわたり 地域で活躍し ていただける よう 、 担い手の確保・ 育成や経営基盤の強化の

取組みを進めています。

余裕期間制度（ 発注指定方式の場合）

発注者指定方式： 余裕期間内で工期の始期を発注者があら かじ め指定する方式

余裕期間 実工期工期の始期を指定

〈 現場での計測状況〉 〈 監督員による確認状況〉現場状況を リ アルタ イ ムに配信

撮影箇所等の指示

受注者調達

・ タ ブレット
　 スマホ など

・ 通信契約

発注者調達

・ タ ブレット
　 スマホ など

・ 通信契約

現　 場 土木センター
事務所

生活インフラ を支える夜間工事 冬期の道路交通の確保

～建設業は地域の
　 　 　 　 　 「 守り 手」～

労働環境の改善1
　 建設業の労働環境の改善のため、 生産性向上や働き

方改革に関する 取組みを 実施し ています。

　 生産性向上や経験の浅い若手技術者等が活躍でき る

よ う に、 建設現場において、 ド ローン等による３ 次元

測量やデータ 設計、 ３ 次元出来形管理等の施工管理な

どを 実施し ています。

１ . ICT活用工事の試行

　 発注者と 受注者が直接会う こ と なく 、 モバイ ル端末

により 撮影し た映像・ 音声をイ ンタ ーネッ ト 経由で配

信し 、 段階確認や立会などを実施するこ と で、 移動時

間の削減や日程調整の円滑化が期待でき ます。

２ . 遠隔臨場の試行

　 建設現場の週休２ 日を 推進する ため、「 週休２ 日工

事」 を 実施し ています。 令和４ 年度から は、 原則全て

の工事を週休２ 日工事と し ています。

（ 令和５ 年度までは「 週休２ 日制モデル工事」 の名称）

３ . 週休２ 日工事の試行

　 悪天候等によ る 稼働日減少などを 想定し 、 柔軟な工

期の設定等を 通じ て、 受注者が建設資材や建設労働者

などが確保でき る よう にし 、 施工時期の平準化を 図る

制度です。

４ . 余裕期間制度の試行

週休２ 日土日
閉所啓発チラシ

出典： 国勢調査（ 総務省統計局）

富山県の建設業就業者数の推移 富山県の建設業就業者の高齢化の進行

H1 2 H1 7 H2 2 H2 7 R2

4 0 . 0 %

3 5 . 0 %

3 0 . 0 %

2 5 . 0 %

2 0 . 0 %

1 5 . 0 %

1 0 . 0 %

5 . 0 %

0 . 0 %
H1 2 H1 7 H2 2 H2 7 R2

全産業
（ 人）

建設業
（ 人）

6 0 0 ,0 0 0

5 8 0 ,0 0 0

5 6 0 ,0 0 0

5 4 0 ,0 0 0

5 2 0 ,0 0 0

5 0 0 ,0 0 0

4 8 0 ,0 0 0

4 6 0 ,0 0 0

7 5 ,0 0 0

7 0 ,0 0 0

6 5 ,0 0 0

6 0 ,0 0 0

5 5 ,0 0 0

5 0 ,0 0 0

4 5 ,0 0 0

4 0 ,0 0 0

2 9 . 0 %

4 3 , 5 7 5

5 2 8 , 9 6 1
5 3 8 , 8 3 9

4 6 , 3 5 4

3 4 . 6 %
3 7 . 0 % 3 7 . 0 % 3 6 . 8 %

2 5 . 9 %
2 0 . 6 %

2 0 . 2 %

3 1 . 2 %

1 6 . 6 %

1 5 . 0 %

3 2 . 4 %

1 4 . 6 %

3 3 . 2 %

1 3 . 6 %

3 5 . 1 %

1 3 . 8 %

1 0 . 1 % 9 . 4 %
1 0 . 6 %

5 8 , 9 7 5

7 0 , 6 0 2

5 4 6 , 3 6 3

5 7 8 , 0 5 1

5 9 7 , 7 0 2

5 0 , 0 3 1

全産業
▲1 2 ％

（ H1 2 →R2 ）

建設業
▲3 8 ％

（ H1 2 →R2 ）

建設業（ 5 5 歳以上）

建設業（ 2 9 歳以下）

全産業（ 5 5 歳以上）

全産業（ 2 9 歳以下）

Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 工 事 の 実 施 内 容 例

❶ 測量 ❷ 設計・ 施工計画 ❸ 施工 ❹ 検査

Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 工 事 の 実 施 内 容 例

遠 隔 臨 場 の イ メ ー ジ

ド ローン等による
３ 次元測量

３ 次元測量データ による
設計・ 施工計画

ICT建設機械による施工 検査の省力化

❶ 測量 ❷ 設計・ 施工計画 ❸ 施工 ❹ 検査

Ⅴ 地域を支える建設業の振興

Ⅴ
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と や ま の 土 木 2025

当日の体験コ ーナー（ 左）・  高校生による企画（ 右）

　 公共工事の入札・ 契約制度の透明性を 高め、 公正な競争を促進すると と も に、 工事の品質、 安全性及び経済性を バラ ンスよく 確保

するため、 一般競争入札や総合評価方式などの制度の改善に取り 組んでいます。

　 また、 建設業界の働き 方改革の推進のため、 適正な工期設定の設定や施工時期の平準化に努めています。

　 建設業の担い手を 確保するため、 高校生や大学

生を中心に、 建設業の仕事や働き 方の魅力を 伝え

る 事業を 実施し ています。

　 中高生等の若者が県内建設企業で働く こ と への

理解を 深め、 就職につなげるこ と を 目的に、 各種

体験コ ーナーや高校生による企画・ パフォーマンス、

建設企業の社員と の交流などのイ ベン ト を実施。

■ケンセツジョ ブフェ ス2 0 2 5 の実施

　 建設系学科を専攻する大学生・ 高校生を対象と し た、 多様な人材（ 建設ディ レ ク タ ー等） の活

躍について紹介する 現場見学会・ 座談会等の開催を支援。

■大学生・ 高校生向け現場見学会・ 座談会等の開催を支援

　 建設業への理解を 深めも ら う ために情報発信サイ ト を 開設し まし た。 建設業に関する就業情報

も 掲載し ており 、 進路決定にも 役立つ内容と なっ ています。

■建設業の情報発信サイト 「 富山をＴＳＵＫＵＲU 」 の公開

県HP「 とやま建設業の広場」

大学生・ 技術者による現場見学会（ 左）・ 座談会（ 右）

情報発信サイト 「 富山をTSUKURU 」

活 用 事 例

パンフレット「 ハカル、エガク、ツナゲル。」
（ 制作：（ 一社）富山県測量設計業協会）

PR動画「 工業は冒険だ」の放映
（ 制作： 富山県建設専門工事業団体協議会）

建設企業への支援2

建設業の魅力発信　 　3

　 建設企業の経営基盤の安定のため、 若者・ 女性活躍や担い手確保、 働き 方改革・ 生産性向上に必要な経費を 支

援し ています。 また、 県ホームページに「 と やま建設業の広場」 を 開設し 、 広く 行政等の情報を提供し ています。

■建設企業が行う ITスキルを活用し て技術者業務を支援する人材を育成する取組みを支援

　（ 建設ディ レク タ ー育成講座、 ド ローン又は3 D  CAD の活用に係る講習の受講）

■建設業の技術者の技術力向上のため、 事業者団体が行う 取組みを 支援

　（ 建設業法で定める国家資格のうち、土木・ 建築・ 造園施工管理技士の資格取得に係るもの）

■建設業における 多様な人材の活躍のため、 事業者団体が行う 取組みを 支援

　（ 建設ディ レク タ ー等を 活用する 先進企業によ る事例発表会の開催）

■女性の入職・ 定着を 促進する ため、 女性の働き 方に配慮し た取組み等を 支援

　（ 女性用ト イ レ ・ 休憩室の整備、 女性技術者が利用する テレワーク 用機器の購入など）

■建設業の採用活動や定着支援のため、 事業者団体が自主的に実施する取組みを 支援

　（ TVCM 等の制作、 現場見学会、 合同企業説明会の実施など）

１ . 若者・ 女性活躍への支援

■建設企業が行う 事務作業（ 写真整理、 図面作成等） のD X化の取組みを支援

　（ ク ラ ウド サービ スを利用するソ フ ト ウェ アの導入など）

■建設企業の事務作業のD X化を 推進する ため経営者やD X推進人材向けの研修等を 開催

２ . 働き 方改革・ 生産性向上への支援

発注業務の改善4

令 和７ 年 度 の 開 催 予 定

開催日： 令和７ 年９ 月2 7 日（ 土）

場　 所： 富山駅イ ベント スペース

内　 容： 事業者団体、 県内高校等と 連携し た

　 　 　 　 体験イ ベント  等
Ⅴ
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◆令和７ 年度県予算（ 一般会計）（ 単位： 百万円）

太閤山ラ ンド富岩運河環水公園

◆新設住宅着工戸数（ 単位： 千戸）

R2 R3 R4

R3R2R1H3 0H2 9H2 8H2 7H2 6H2 5H2 4

R1H3 0H2 9
0

2 . 0

4 . 0

6 . 0

8 . 0

◆主要都市公園の利用者数の推移（ 千人）

0

2 , 0 0 0

2 , 5 0 0

◆コ ンテナ取扱個数の推移（ TEU）

0

4 0 , 0 0 0

2 0 , 0 0 0

6 0 , 0 0 0

8 0 , 0 0 0

1 0 0 , 0 0 0

移入（ TEU）輸出（ TEU）輸入（ TEU） 移出（ TEU）

直轄負担金災害復旧単独事業公共事業 新幹線負担金

◆事業区分別予算推移（ 最終）（ 単位： 百万円）

0

2 0 , 0 0 0

4 0 , 0 0 0

6 0 , 0 0 0

8 0 , 0 0 0

1 0 0 , 0 0 0

1 2 0 , 0 0 0

1 4 0 , 0 0 0

◆都市計画区域の指定状況（ ％）（ R6 . 3 . 3 1 ）

都市計画区域
1 7 3 , 4 1 3 ha
4 0 . 8 %

非線引き都計区域 
1 2 5 , 3 5 4 ha
2 9 . 5 %

都市計画区域指定なし
2 5 1 , 3 4 1 ha
5 9 . 2 %

線引き 都計区域   
4 8 , 0 5 9 ha　 1 1 . 3 %

市街化区域
1 3 , 8 0 5 ha　 3 . 2 %

市街化調整区域 
3 4 , 2 5 4 ha
8 . 1 %

県全体
4 2 4 , 7 6 1 ha

1 0 0 %

◆道路整備状況（ R5 .3 . 3 1 現在）

国道（ 直　 轄）

国道（ 県管理）

県 道

市 町 村 道

合 計

2 3 0 . 5 ｠｠

2 9 2 . 7 ｠｠

2 , 1 7 0 . 7 ｠｠

1 1 , 2 5 1 . 0 ｠｠

1 3 , 9 4 4 . 9 ｠｠

1 0 0 . 0 % (   1 )

9 2 . 8 % (3 0 )

8 7 . 7 % (1 2 )

7 7 . 6 % (   2 )

7 9 . 9 % (   2 )

1 0 0 . 0 % (   1 )

9 6 . 0 % (4 6 )

9 4 . 7 % (4 0 )

9 1 . 7 % (   8 )

9 2 . 4 % (1 0 )

実延長（ km） 改良率（ ％）
（ 全国順位）

舗装率（ ％）
簡易舗装含む（ 全国順位）

（ 年度）
R4 R5 R6

（ 年度）

5 0 0

1 , 0 0 0

1 , 5 0 0

R3 R4
（ 年）

R5 R6R2R1H3 0H2 9H2 8H2 7H2 6

6 . 6 6 . 4
5 . 9 5 . 9

5 . 2

6 . 4
5 . 9

R5
（ 年度）

R6

4 . 9

R3 R4 R5R2 R6

1 , 4 1 5

1 , 0 0 3

1 , 1 9 6

5 4 1
4 5 5

8 1 3

1 , 6 1 7

7 3 8

1 , 7 9 2

8 0 1

　 土木部の予算や各事業をグラ フ や表でご覧く ださ い。

一目でわかる土木指標1

県予算額
一般会計

6 0 0 , 6 6 4

警察費
2 7 , 0 3 6 （ 5 % ）

その他
1 1 4 , 8 7 8
（ 1 9 % ）

教育費
1 0 7 , 3 4 4

（ 1 8 % ）

公債費
9 1 , 3 5 0

（ 1 5 % ）

土木費

6 1 , 1 3 0

（ 1 0 % ）
民生費・ 衛生費

8 9 , 7 7 5
（ 1 5 % ）

農林水産業費
3 2 , 9 1 0 （ 5 % ）

商工費
7 6 , 2 4 1
（ 1 3 % ）

7 5 , 6 5 97 5 , 8 3 47 5 , 7 0 87 3 , 3 0 8

6 6 , 6 6 9

7 5 , 5 2 97 4 , 3 8 6
7 6 , 4 4 5

7 0 , 8 7 9

7 8 , 2 9 3
8 2 , 0 6 5

3 2
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◆河川管理延長（ ％）（ R7 . 4 . 1 ）

◆ダム一覧表（ R7 .4 . 1 時点）◆重要整備区域の整備状況（ ％）（ R7 . 3 . 3 1 ）

◆富山空港利用者数推移（ 千人）

◆県管理河川改修状況（ ％）（ R7 . 3 . 3 1 ） ◆海岸線実延長（ ％）（ R6 . 3 . 3 1 ）

全　 国富山県

全国平均富山県

0

2 0 0

4 0 0

6 0 0

国内・ 国際チャ ータ ー便国際線国内線

R3R2 R3R1H3 0H2 9H2 8H2 7H2 6H2 5H2 4H2 3 R2R1H3 0

◆年間降水量（ mm）

（ 2 0 2 2 年～2 0 2 4 年平均）

0

5 0 0

1 , 0 0 0

1 , 5 0 0

2 , 0 0 0

2 , 5 0 0

3 , 0 0 0

全国平均富山県

◆年間平均有感地震回数（ 回）

（ 2 0 1 5 年～2 0 2 4 年平均）

1 2 0

1 0 0

8 0

6 0

4 0

2 0

0

（ 注）目的　 Ｆ  ：  洪水調節、 　 Ｎ  ：  流水の正常な機能の維持、 　 A ：  特定かんがい、

　 　 　 　 　 Ｗ ：  水道用水、 　 Ｉ  ：  工業用水、 　 Ｐ  ：  発電、 　    S ：  消流雪用水

◆下水道処理人口普及率の変遷（ ％）

一級（ 国管理）
1 0 %

（ 1 6 8 km）

対策実施箇所
4 6 . 7 %

（ 7 6 2 箇所）

要整備箇所
5 3 . 3 %

（ 8 6 5 箇所）

一級（ 県管理）
6 1 %

（ 1 , 0 0 3 km）

改修済延長
5 7 %

（ 4 2 6 . 1 km）

未改修延長
4 3 %

（ 3 1 8 . 6 km）

国土交通省
水管理・ 国土
保全局所管
5 4 %

（ 5 1 , 5 9 9 m）

国土交通省
港湾局所管
2 5 %

（ 2 3 , 6 3 2 m）

農林水産省
水産庁
所管
2 1 %

（ 1 9 , 6 7 3 m）

二級（ 県管理）
2 9 %

（ 4 7 8 km） 全体
1 ,6 4 9 km

（ 3 1 8 河川）

全体箇所数
1 ,6 2 2 箇所

う ち国 1 6 8 km
う ち県 1 , 4 8 1 km

要改修延長
7 4 4 . 5 km

海岸線実延長
9 4 , 9 0 4 m

3 6 . 1

1 0 0 . 5

R4 R5 R6

全国3 1 位

南砺市

室牧ダム

ダム名 位   置 目   的
高さ

（ m）
総貯水容量
（ 千㎥）

完成年度
備考

富
山
県
（
土
木
部
）

国
交
省

上市川ダム

和田川ダム

利賀川ダム

白岩川ダム

子撫川ダム

角川ダム

朝日小川ダム

布施川ダム

城端ダム

境川ダム

大谷ダム（ 生活貯水池）

久婦須川ダム

舟川ダム（ 生活貯水池）

宇奈月ダム

利賀ダム

富山市 F,N,P

F,N , P

F,A,W , I,P

F, P

F,N ,W

F,N ,W

F,N

F,N , P

F,N , P

F,N , P

F,N , S

F,N , S

F,A,W ,I,P,S

F, N , S

F,N , P, S

F,N , S

8 0 . 5

6 4 . 0

2 1 . 0

3 7 . 0

5 0 . 0

4 5 . 0

5 8 . 5

8 9 . 0

6 7 . 0

8 4 . 0

5 8 . 5

5 9 . 0

1 1 5 . 0

2 9 . 5

9 5 . 0

4 9 . 8

1 7 , 0 0 0

4 , 8 5 0

3 , 0 7 0

2 , 7 0 0

2 , 2 0 0

6 , 6 0 0

1 , 5 5 0

9 , 1 0 0

7 , 8 0 0

5 , 2 8 0

1 , 3 5 0

3 , 0 0 0

5 9 , 9 0 0

3 2 5

1 0 , 0 0 0

6 0 0

S3 6

S3 9

S4 2

S4 9

S4 9

S5 3

S5 3

S5 9

S6 0

H  2

H  4

H  4

H  5

H1 0

H1 4

H2 4

上市町

砺波市

南砺市

立山町

小矢部市

魚津市

富山市

上市町

朝日町

黒部市

南砺市

南砺市
岐阜県白川村

黒部市

富山市

入善町

黒部市

熊野川ダム

上市川第二ダム

F,N,Ｉ

F,W ,P

1 1 2 . 0

9 7 . 0

3 1 , 1 0 0

2 4 , 7 0 0

建設中

H1 3

※全国平均は4 7 都道府県の単純平均

90

85

80

75

70

68

8 1
8 08 0

7 9
7 87 87 87 8

7 7
7 67 6

8 1
8 2 8 2

8 3
8 4 8 4

8 5 8 5
8 6 8 6

8 7

R4

8 1

8 7

（ 年度）

R5

8 1

8 8

（ 年度）

全国６ 位

2 4 8 0 . 7

1 7 0 0 . 1

3 3
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パソコン・ 携帯から

　 SN Sで土木部に関する事業内容やイ ベント 等の情報を 発信し ています。

■土木部Faceb o o k・ Insta g ram “ いいね！と やまの土木”

http : //www. p ref. toyama. jp/cms_ sec/1 5 1 0 /kj0 0 0 2 2 1 6 5 .h tm l

　 県職員（ 総合土木職） を 目指す皆さ んのキャ リ アイ メ ージを 支援する ために作成

し たホームページで、 本紙「 と やまの土木」 や仕事内容を 紹介する 土木部新聞、 先

輩職員の声等を 掲載し ています。

■富山県「 総合土木職キャリ ア情報ナビ」

いいね と やまの土木 検 索

富山 土木 キャ リ ア情報ナビ 検 索パソコン・ 携帯から

皆さ まから のフォロー、いいね！

お待ちしており ます♪

https: //www. you tube.com/watch? v= _ k6 L_ TPUlAo

https: //www. facebook.com/toyama.doboku

　 h ttp s : //w w w. in sta g ram . co m /iin ed o b o ku /

Faceb oo k

In stag ram

■公務員志望必見！「 富山県の土木職員の仕事」

　 常願寺川にかかる富立大橋の４ 車線化工事現場に潜入し 、 普段は入る

こ と ができ ない土木工事について紹介し ています。

■土木工事って面白い！「 富山のどぼく 発見! ! ツアー」

https: //www. p ref. toyama. jp/tsukuru/index. htm l

　 建設業への理解を深めても ら う ために情報発信サイ ト を 開設し まし た。 建設業に

関する 就業情報も 掲載し ており 、 進路決定にも 役立つ内容と なっ ています。

■情報発信サイト 「 富山をTSU KU RU 」

富山をツク ル 検 索パソコン・ 携帯から

　 総合土木職を 目指す皆さ んのキャ リ アイ メ ージにつながる よう に、 若

手職員３ 名に仕事の内容、 魅力などについてイ ン タ ビ ュ ーし まし た。

http s : //www. you tube . com/watch? v= ltNeNFk1 Vws

https: //www. youtube . com/watch? v= Ts0 -3 8 PPxPo&t= 3 s

土木現場を舞台に仕事内容を紹介！

仕事を選んだきっかけや魅力などを熱弁！

現 場 編

メッ セージ編

と やまの土木情報局2

ＳＮＳ・ ウェブサイト1

動画配信2
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市町村のハザード マッ プ作成状況 ○： 作成済

ハザードマップ

洪　 　 水※

内　 　 水

土砂災害

津　 　 波

富山市

○

○

○

○

高岡市

○

○

○

○

魚津市

○

○

○

氷見市

○

○

○

滑川市

○

○

○

黒部市

○

○

○

砺波市

○

○

小矢部市

○

○

南砺市

○

○

射水市

○

○

○

上市町

○

○

○

立山町

○

○

入善町

○

○

○

朝日町

○

○

○

舟橋村

○

※想定し 得る最大規模の降雨によるシミ ュ レーショ ン結果に基づく も の

　 大雨や大雪などによる災害に備えて頂く ため、 県民の皆さ んにリアルタイムで防災情報を 発信しています。 ぜひご利用く ださ い。

内水

土砂災害

洪水

津波

ウェ ブサイト
「 富山県河川海岸カメ ラ・ 水位情報」

１ . 雨量や河川の水位などが確認でき ます。 ～河川情報システム～

　 河川情報システムは、県下全域に設置さ れた雨量計や河川の水位計、河川監視カ メ ラ 等のデー

タ をリ アルタ イ ムで表示すると と も に、 市町村へ情報を 提供するこ と によ り 、 速やかな水防活

動や適切な河川管理に役立てる も のです。

　 雨量や河川水位、 監視カ メ ラ 画像等の情報は、 県のウェ ブサイ ト 「 富山県河川海岸カ メ ラ ・

水位情報」、「 富山防災W EB」 等で県民の皆さ んに提供し ています。 ま た、 国土交通省の「 川

の防災情報」 や県内のCATV等でも 確認でき ます。 河川水位やダム貯水位等の情報をメ ール配

信する「 と やま河川メ ール」 も 運用し ています。

２ . 土砂災害発生の危険度が確認でき ます。 ～土砂災害警戒情報支援システム～

富山県土砂災害警戒情報支援
システムの画面

４ . ハザード マッ プが確認でき ます。

洪水ハザード マッ プ（ 高岡市） 各ハザード マッ プの範囲イメ ージ

富山県河川海岸カメラ・ 水位情報 検 索パソコンから

h t t p s : //k a w a . p r e f . t o y a m a . j p /c a m e r a /

富山県土砂災害警戒情報 検 索

h ttp s : //w ww . sa b o . p re f. to ya m a . lg . jp /sp /

h ttp : //w w w . s a b o . p re f. to ya m a . l g . j p /m /

パソコンから

スマート フォンから

携帯電話から

暮らし の安全・ 安心ツール3

　 県と 富山地方気象台は、 土砂災害による被害の防止・ 軽減のため、 土砂災害が発生するおそ

れが高まっ たと き に市町村長が発令する避難指示等の判断や県民の皆さ んの自主避難の参考と

なるよう 、「 土砂災害警戒情報」 を 共同発表し ています。

　 イ ン タ ーネッ ト にて、「 土砂災害警戒情報」 の発表状況や土砂災害の危険性が高まっ た区域

などの詳細情報を 確認でき ます。

　 また、土砂災害警戒情報や大雨注意報等の情報をメ ールでお知らせするサービスも 行っています。

　 県民の皆さ んが的確な防災行動を と れるよ う 、 市

町村に対し て、 ハザード マッ プの作成支援を 行っ て

います。

　 ハザード マッ プは、 市町村から 配布さ れており 、

ホームページ等でも 確認するこ と も でき ます。

　 道路情報のホームページ

富山県道路情報 検 索パソコンから

http s: //www. toyama-dou ro . toyama . toyama . jp /

３ . 道路情報が確認でき ます。 ～HP「 富山県道路情報」・ アプリ 「 雪みち富山」～

iPhone And ro id

アプリ 「 雪みち富山」

　 ド ラ イ バーの安全運転の支援を目的と し て、 道路監視カ メ ラ の画像や降積雪量、 路面温度な

どの情報を イ ンタ ーネッ ト で提供し ています（ 降積雪量や路面温度情報は冬期間のみ提供）。

　 また、ＡＩ を活用した車両滞留状況の提供やＳＮＳを利用した道路情報の発信にも 取り 組んでいます。

令和６ 年６ 月から

ダム情報も 追加！

富山県河川海岸
カメラ・ 水位情報

と やま河川
メ ール
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　 今から 1 4 2 年前、 明治1 6 年（ 1 8 8 3 年） ５ 月９ 日、 治水

問題を き っ かけに石川県から 分離独立し て富山県が誕生し

まし た。 県では直ちに土木課を 設け、 治水、 砂防事業にと

り かかり まし た。

　 明治年間の県の一般会計決算額に占める土木費の割合は

平均で45％（ その大半が治水堤防費） 、洪水の頻発し た明治

24 年（ 1891年） にはなんと 87％にも なり まし た。

　 こ のよ う に近代富山の土木史は「 明治の治水」 に始まり まし た。

　 こ の「 明治の治水」 を 代表する も のが神通川の馳越線工事（ 明治3 4 年（ 1 9 0 1 年） ～3 6 年（ 1 9 0 3 年）） と 常願寺川上流の立山砂

防（ 明治3 9 年（ 1 9 0 6 年） ～今日） です。

じ んずう がわはせこ し

はせこ し

（ 注１ ）馳越線工事

（ 注２ ）捷　 水　 路

じ んずう がわはせこし

河川のＵ 字型にカ ーブし た

部分に新し いまっ すぐ な水

路を つく り 、 洪水のと き に

古い川の堤防を 馳せ越し て

（ 乗り 越え て） いく 水の勢

いで土砂を 押し 流し 、 水路

の幅を 広げていく と いう 手

法で 進めら れた 河川工事。

神通川では、水かさ が270cm

以上になる と 古い川の堤防

を 馳せ越し て、 新し い水路

に水が入り 、 工事直後には

２ m だっ た水路の幅が今の

川幅になり まし た。

蛇行する 河川の屈曲部を 直

線的に連絡する ために開削

し た人工水路。 洪水防止や

土地利用を 目的と し て行わ

れる。

しょう すい ろ

年（ 年号）

明

　
　治

社会経済 と やまの土木史、 主な災害

1 8 5 8  （ 安政５ ）

1 8 8 3  （ M 1 6 ）

1 8 9 1  （ M 2 4 ）

1 8 9 6  （ M 2 9 ）

1 8 9 7  （ M 3 0 ）

1 8 9 9  （ M 3 2 ）

1 9 0 0  （ M 3 3 ）

1 9 0 1  （ M 3 4 ）

1 9 0 6  （ M 3 9 ）

1 9 0 8  （ M 4 1 ）

安政の大地震

置県

（ 旧） 河川法

砂防法

2 0 世紀

大鳶山、 小鳶山崩壊、 死者行方不明1 4 0 人

土木課設置　 庄川改修工事着手　 富山県下河川調査

（ オラ ンダ人技師ルーエンホルスト・ ムルデルによる 調査）

常願寺川改修工事着手（ 白岩川分離）

（ オラ ン ダ人技師ヨ ハネス・ デ・ レ ーケによ る計画）

県治水同盟会設立

伏木港開港場指定

庄川第二次改修工事着手（ 小矢部川分離）

神通川馳越線工事着工

県営立山砂防事業着手

北陸線富山駅開業（ 現位置）

立山砂防工事

はせこし（ 注１） しょう すいろ（ 注２ ）

神通川馳越線工事

　 神通川と 常願寺川を 中心に富山の土木小史を 紹介し ます。

明治の治水

とんびやま

■神通川馳越線工事と 立山砂防工事

は こ

「 護天涯の碑」 を視察する新田知事
（ 立山カ ルデラ ・ 泥谷第１ 号堰堤）

明治初年の神通川と 橋北
出典：『 神通川と その流域史』

昭和初年の神通川と 橋北
出典：『 神通川と その流域史』

　「 護天涯の碑」 は、 立山カ

ルデラ 内部の泥谷第１ 号堰堤

に埋め込まれています。 こ の

碑は、大正４ 年（ 1 9 1 5 年） 頃、

当時の富山県知事・ 浜田恒之

助氏により 、 揮毫さ れたも の

と 言われています。【 護天涯】

と いう 言葉には、 人里から 遠

く 離れた立山カ ルデラ の地に

おいて砂防事業を おこ ない、

土砂流出による被害から 下流

に広がる富山平野の県民の命

と 財産を護ると いう 気概が示

さ れています。

てんがいをまもる

と やまの土木小史　3

　 富山の中心部を 流れる 神通川は、 当時、

富山城の北側で 大き く 蛇行し て いた ため、

大雨のたびに市街地で溢れていまし た。 県

で は、 明治2 9 年（ 1 8 9 6 年） の大水害を

き っ かけに神通川の本格的な改修に着手し 、

明治3 4 年（ 1 9 0 1 年） から の第二期工事で

は、 馳越線工事を 行い直線の捷水路を 建設

し まし た。

　 安政の飛越地震（ 1 8 5 8 年） によ り 鳶山

が崩れ、 立山カ ルデラ にたまっ た膨大な土

砂が一気に富山平野に流れ出るのを防ぐ た

めに、 明治3 9 年（ 1 9 0 6 年） に県営の砂防

事業に着手し まし た。 し かし 、 余り にも 大

変な工事であっ たために、 国に砂防法の改

正を働き かけ、 大正1 5 年（ 1 9 2 6 年） から

は、 旧内務省の直轄事業と し て移管さ れ、

現在も カ ルデラ 内に残ると いわれる２ 億㎥

の土砂を 安定さ せるために、 営々と 砂防事

業が進めら れています。

3 6
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都心の土地区画整理と 富岩運河

出典：『 都市公論： 昭和1 1 年５ 月１ 日第1 9 巻第５ 号　 運河・ 街路及び土地区画整理事業の実施について』

こ う し

はせこし しょうすい

ろ

　 豊かな恵みを 供給する 一方でひと たび洪水にな

る と 暴れだす川の水を 、 一方でなだめつつ、 他方

で生活や産業に利用すべく 、 富山県の先人は知恵

を絞り まし た。

　 その典型が、 大正９ 年（ 1 9 2 0 年） に始めた県営

発電事業です。 北陸地方の水力発電の嚆矢は、 明

治3 2 年（ 1 8 9 9 年） に富山電灯㈱が運転を 始めた

大久保発電所ですが、 こ の水力発電を 県の事業と

し て行っ たも ので、 こ れによ り 、 安く て豊富な電

力を 供給し 、 産業を 興し 、 県の苦し い財政を 賄っ

たのです。 「 禍を 転じ て福と 為す」 と はま さ にこ

のこ と です。

　 かく し て、 と やまの土木史の第二章は「 大正の

発電」 と 称さ れます。

　 こ のよう に富山県では、 県の誕生以来、 水と 闘い・ 水を 治めつつ、 電気を 起こ し ・ 産

業を 興し 、 橋を 架け・ 道を つけ、 港を 築き ・ まち を 拓き 、 県土を 整えてき まし た。

　「 ハジメ ニ治水アリ キ」 と は、 歴史的時間の「 ハジメ 」 であり 、 かつ、 今と いう 時代

にあっ ても 「 まず、 はじ めに」 治水なのです。 と やまの土木は、「 ハジメ ニ治水アリ キ、

而シテ常ニ治水アルベシ」 を 基礎と し ながら 、 さ ら に安全・ 便利・ 快適なも のと なるよ

う 、 努力し 続けていき ます。

　 明治期の神通川馳越線工事によ り 開削し た捷水

路は、 大正1 0 年（ 1 9 2 1 年） には本流と なり 、 そ

の結果、 かつての神通川はわずかに松川を 残すの

みで広大な廃川地と なっ て富山駅前と 旧来の市街

地と を 分断する 形に残り 、 都市の発展に大き な障

害と なっ ていまし た。

　 昭和３ 年（ 1 9 2 8 年） に、 こ の障害を 取り 除き 、 近代都市富山にふさ わし いまちを つ

く ろ う と 、 県は三つの都市計画事業を 決定し まし た。 それは、 第一に、 富山駅北から 東

岩瀬港（ 現在の富山港） まで５ km の運河を 掘り 、 第二に、 その掘っ た土砂で神通川の

跡地1 1 7 ha を 埋め立てて区画整理し 、 第三に、 関連する ７ 本の街路を 建設する と いう 、

まこ と に壮大なも のでし た。

　 県が行っ た都心区画整理事業（ 全国初の公共団体施行区画整理） により 、 昔、 神通川

だっ たと こ ろ に新し く まちが生まれ、 今日では、 県庁や富山市役所などが建ち並ぶ、 富

山の都心と なっ ています。

　 こ の港と まちと 道を 都市計画事業により 建設し 、 富山のまちの骨格が出来上がっ たこ

と から 、 と やまの土木史の第三章を 「 昭和の都市計画」 と 呼んでいます。

　 そし て、 こ の昭和初期の「 都市計画＝みなと ・ まち ・ みち 」 は、 その後も 戦災復興土

地区画整理事業や、 富山新港の建設、 富山駅北のと やま都市M IRAI事業などに引き 継が

れています。

年（ 年号）

大

　正

社会経済 と やまの土木史、 主な災害

1 9 2 0  （ T９ ）

1 9 2 4  （ T1 3 ）

1 9 2 6  （ T1 5 ）

砂防法改正

県営水力発電着手

立山砂防事業直轄移管

1 9 2 8  （ S３ ）

1 9 3 3  （ S８ ）

1 9 3 5  （ S1 0 ）

1 9 3 6  （ S1 1 ）

1 9 3 6  （ S1 1 ）

1 9 3 9  （ S1 4 ）

1 9 4 5  （ S2 0 ）

1 9 4 6  （ S2 1 ）

1 9 5 4  （ S2 9 ）

1 9 5 8  （ S3 3 ）

1 9 6 1  （ S3 6 ）

1 9 6 3  （ S3 8 ）

1 9 6 4  （ S3 9 ）

1 9 6 5  （ S4 0 ）

1 9 6 8  （ S4 3 ）

1 9 6 9  （ S4 4 ）

1 9 7 5  （ S5 0 ）

1 9 8 3  （ S5 8 ）

1 9 8 4  （ S5 9 ）

1 9 8 5  （ S6 0 ）

1 9 8 6  （ S6 1 ）

1 9 9 5  （ H７ ）

1 9 9 7  （ H９ ）

1 9 9 8  （ H1 0 ）

1 9 9 9  （ H1 1 ）

2 0 0 0  （ H1 2 ）

2 0 0 2  （ H1 4 ）

2 0 0 3  （ H1 5 ）

2 0 0 4  （ H1 6 ）

2 0 0 8  （ H2 0 ）

2 0 0 9  （ H2 1 ）

2 0 1 1  （ H2 3 ）

2 0 1 5  （ H2 7 ）

2 0 1 7  （ H2 9 ）

昭

　
　和

平

　
　成

日満産業大博覧会

戦災／終戦

富山産業大博覧会

富山国体・ 地すべり 等防止法

（ 新） 河川法施行

都市計画法

急傾斜地法

置県百年／にっ ぽん新世紀博覧会

富山都心区画整理着手

富山飛行場開場（ 倉垣）

県庁舎、 櫻橋完成

電気ビ ル、 富山大橋完成

本宮砂防堰堤完成

白岩堰堤完成、 東岩瀬港開港場指定

戦災復興事業着手

富山市公会堂完成

室牧ダム完成

富山空港開港

氷見市胡桃地すべり 災害、 人家被災8 7 戸

富山新港開港

集中豪雨災害、 死傷者2 9 人、 人家被災1 4 9 戸

北陸道富山IC開業（ 昭和6 3 年県内全線開通）

県民公園太閤山ラ ン ド 開園

富山空港ジェ ッ ト 化

と やま2 1 世紀水公園プラ ン

と やま都市M IRAI計画

兵庫県南部地震

河川法改正

2 0 0 0 年と やま国体

土砂災害防止法

景観法

東北地方太平洋沖地震

水と 緑のネッ ト ワーク 構想

中島閘門　 重要文化財に、 立山カルデラ 砂防博物館開館

白岩堰堤、 本宮砂防堰堤、 桜橋　 登録有形文化財に

笹津橋　 登録有形文化財に

牛島閘門、 泥谷砂防堰堤、 小牧ダム　 登録有形文化財に

富山県景観条例施行

東海北陸自動車道の全線開通

白岩堰堤砂防施設　 重要文化財に

富岩運河環水公園全面開園

北陸新幹線開業、 能越自動車道　 県内全区間供用開始

常願寺川砂防施設（ 白岩堰堤に本宮堰堤、泥谷堰堤を追加）

重要文化財に

はいせん ち

■県営水力発電

■運河・ 都心区画整理・ 街路事業

■と やまの土木の原点

大正の発電

ハジメ ニ治水アリ キ

昭和の都市計画

3 7
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　 と やまの歴史と と も にでき た土木文化財を 紹介し ます。

❶白岩堰堤 ❺富岩運河中島閘門

国指定重要文化財

平成2 1 年６ 月3 0 日指定

管理： 国土交通省

国指定重要文化財

平成1 0 年５ 月１ 日登録

管理： 富山県

❻富岩運河牛島閘門

国登録有形文化財

平成1 4 年６ 月2 5 日登録

管理： 富山県

❼桜　 橋

国登録有形文化財

平成1 1 年1 1 月1 8 日登録

管理： 富山県

❽笹津橋

国登録有形文化財

平成1 2 年２ 月1 5 日登録

管理： 国土交通省

　 立山カ ルデラ 内の土砂を

安定さ せるため、 カ ルデラ

の出口に設けら れたも ので、

昭和14 年（ 1 9 3 9 年） に完

成し ま し た。 こ の堰堤は、

堤高が6 3m と 砂防堰堤で は日本一の高さ を 誇っ ています。 後

に「 砂防の父」 と 呼ばれた赤木正雄博士の計画による も のです。

砂防施設と し ては全国初の重要文化財に指定さ れまし た。

❷本宮堰堤

国指定重要文化財

平成2 9 年1 1 月2 8 日指定

管理： 国土交通省

　 常願寺川河口より26 .8 km

地点に 位置し 、 昭和1 1 年

（ 1 93 6 年） に完成し まし た。

　 こ の堰堤の貯砂量は5 0 0

万立方メ ート ルと 我が国最

大級です。 堰堤の表面は間知石貼で造ら れており 、 周辺環境に

調和し た砂防堰堤と なっ ています。

❹小牧ダム

国登録有形文化財

平成1 4 年６ 月2 5 日登録

管理： 関西電力㈱

　 庄川に築かれた堤長301m、

堤高7 9 m の発電用ダムで、

昭和５ 年（ 1 9 3 0 年） に完

成し まし た。

　 アーチ曲面が美し い本格

的な重力式コ ンク リ ート 造ダムで、 地震力を 考慮し た設計によ

り 飛躍的に大型化し た構造物で、 建築当時「 東洋一のダム」 と

呼ばれまし た。 中央部にゲート 付越流部、 右岸側に鮎の遡上の

ためのエレ ベータ ー式魚道、 左岸に木材の流送のための運材設

備を設けてあり ます。

❸泥谷堰堤

国指定重要文化財
平成2 9 年1 1 月2 8 日指定
管理： 国土交通省

　 常願寺川支渓のう ち 、 荒廃の

著し い泥谷の侵食防止のために

旧内務省直轄で築かれた階段式

砂防堰堤で、 昭和1 3 年（ 1 9 3 8

年） に 完成し ま し た。 標高差

1 2 2 m 、 延長4 6 7 m の急傾斜面

に、 台形の越流部を有する重力

式石張り コ ンク リ ート 造堰堤2 0 基、 床固３基が連続的に築かれ

ています。 こ の堰堤は、 白岩、 本宮砂防堰堤と と も に富山県の

砂防事業の基幹を なすも のです。

（ 写真提供： 国土交通省立山砂防事務所）

し ら いわ ふ がんう ん が なかじ まこ う も ん

ふ がんう ん が う し じ まこ う も ん

さ く ら ばし

さ さ  づ ばし

ほんぐ う

どろ だに

こ まき

　 昭和3 年（ 192 8 年） から

の富山都市計画事業により

造ら れた 富岩運河のほぼ

中間に 位置し 、 昭和９ 年

（ 19 3 4年） に完成し ま し た。 閘門は、 上流と 下流の水位を 門

扉の開閉によ り 調整し 、 船の運航を 助ける 施設です。 閘室は、

昭和初期の土木技術を 用いた石組み・ 鉄筋コ ン ク リ ート 造り で、

扉体は今では珍し いリ ベッ ト （ 鋲） 接合で造ら れています。 昭

和の土木構造物と し ては全国初の重要文化財に指定さ れまし た。

　 富岩運河と いたち川の水位

調節を 行い、 川船を 運航さ せ

るために、 昭和9 年（ 19 3 4年）

に設けら れた閘門です。 閘室

の主要部分は鉄筋コ ン ク リ ート 造り で、 木製合掌門扉を支える

部分は、 石組み構造と なっ ています。 中島閘門と と も に富山の

近代化を 支えた富岩運河の代表的な土木構造物の一つです。

　 富山市の中心部を 流れ

る松川に架かる 橋で、 富

岩運河と 同じ く 県の都市

計画事業により 建設さ れ、

昭和1 0 年（ 1 93 5 年） に完成し まし た。 こ の桜橋は、 シルエッ

ト の美し いリ ベッ ト 打ちの鋼製アーチ橋で、 都心部の歴史的景

観を 示すも のと し て、 桜の季節には遊覧船が橋下を 通過する な

ど、 観光資源にも なっ ています。

　 国道4 1 号線が旧大沢

野町と 旧細入村の境で神

通川を 渡る箇所に架かる

橋で、 昭和1 6 年（ 1 9 4 1

年） に完成し まし た。

　 現存する戦前の橋とし ては全国２ 番目の大スパンアーチ橋です。

神通峡の美しい周辺環境と調和し、躍動感あるデザインが特徴です。

こ のほかに「 と やまの近代歴史遺産」（ 富山県教育委員会、 平成2 2 年
３ 月） に選定さ れた土木施設も あり ます。 詳細はウェ ブサイ ト 「 富山
県デジタ ル文化財ミ ュ ージアム」 を ご覧く ださ い。

アド レ ス　 h ttp : //www . p re f. toyam a . jp /sectio ns/3 0 0 9 /3 0 0 7 /d ig ita l/in d ex2 . h tm l

けん ち  いし ばり

ひ たい

富山県デジタ ル文化財ミ ュ ージアム 検 索

と やまの土木遺産4
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Ⅵ
 

資
　
　
　
　
　
料

　 土木部には、 本庁組織と し て、 ９ 課が設置さ れています。

　 また、 土木セン タ ー４ （ 支所と し て土木事務所４ ）、 ダム管理事務所７ 、 港事務所３ など、 合わせて1 8 の出先機関と 立山カ ルデラ

砂防博物館があり ます。

1

2

3

4

5

6

7

8

新 川 土 木 セ ン タ ー

新川土木センタ ー入善土木事務所

富 山 土 木 セ ン タ ー

富山土木センタ ー立山土木事務所

高 岡 土 木 セ ン タ ー

高岡土木センタ ー氷見土木事務所

高岡土木センタ ー小矢部土木事務所

砺 波 土 木 セ ン タ ー

9

10

11

12

13

14

15

16

室 牧 ダ ム 管 理 事 務 所

上 市 川 ダ ム 管 理 事 務 所

和 田 川 ダ ム 管 理 事 務 所

利 賀 川 ダ ム 管 理 事 務 所

白 岩 川 ダ ム 管 理 事 務 所

子 撫 川 統 合 ダ ム 管 理 事 務 所

境 川 ダ ム 管 理 事 務 所

立 山 カ ル デ ラ 砂 防 博 物 館

17

18

19

富 山 新 港 管 理 局

伏 木 港 事 務 所

富 山 港 事 務 所

土木部の組織と 業務5

●土木部内の人事、 予算、 経理、 企画調整

（ 事務） に関すること

●建設工事等の入札及び契約業務に関すること

●用地の取得、 土地収用に関すること

●土木部内の企画調整（ 技術）に関すること

●建設業の指導監督及び振興に関すること

●土木工事の技術指導・ 積算基準に関すること

●道路の維持管理や除雪に関すること

●道路や橋りょ う の新築及び改築に関すること

●各種道路計画、 道路に関する 許認可に関

すること

●河川及び海岸の調査計画、 管理、 改良、

災害復旧に関すること

●水防に関すること

●ダムの計画調査や建設・ 管理に関すること

●砂防、 地すべり、 急傾斜地、 集落雪崩の

調査、 計画、 対策に関すること

●港湾の整備及び管理に関すること

●港湾区域の海岸の整備及び管理に関すること

●都市計画行政に関すること

●都市計画道路など都市施設の整備に関す

ること

●土地区画整理事業に関すること

●都市公園の整備及び管理に関すること

●流域下水道の整備及び管理に関すること

●公共下水道の事業計画及び認可に関すること

●富山県内の北陸新幹線の連絡調整に関す

ること

●富山駅付近連続立体交差事業及び駅周辺

整備に関すること

●建築基準法等の建築の基準に関すること

●県営住宅等の建設及び管理に関すること

●景観づく り、 屋外広告物に関すること

●開発行為の許可等に関すること

●市街地再開発に関すること

●空き 家対策に関する こ と

●県有施設の建築・ 設備工事の設計及び工

事監理に関すること

管 理 課

建設技術企画課

道 路 課

河 川 課

砂 防 課

港 湾 課

都 市 計 画 課

建 築 住 宅 課

営 繕 課
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「 環日本海・ 東アジア諸国図」（ 通称： 逆さ 地図）

この地図は、富山県が平成2 4年に国土地理院長の承認を得て作成したも のです。

〒9 3 0‒8 5 01  富山市新総曲輪1 ‒7
☎0 76 ‒4 31 ‒4 1 1 1（ 代）

ホームページ
http s://w w w .p re f.to yam a .j p /

編集·発行／富山県土木部建設技術企画課
☎0 76 ‒4 44 ‒3 3 1 3

ホームページ
http s://w w w .p re f.to yam a .j p /1 5 1 0 /kense i/kense iune i/kense i/so sh ik i/1 5 /1 5 1 0 .h tm l

コ チラ のアンケート フ ォ ームから

本誌のご 意見・ ご 感想を お待ちし ています

表紙の写真

（ 左上） 海王丸パークと 新湊大橋

（ 左中） 高岡環状線 （ 上伏間江～二塚高架橋） 高架化事業

（ 左下） 6 年災第1 19 号阿尾川河川災害復旧護岸工工事

（ 右上） 魚津港海岸高波対策事業 （ 魚津市諏訪町～本町）　

（ 右中） 国道47 1 号 （ 除雪作業）

（ 右下） 富山駅付近連続立体交差事業 （ 富山地方鉄道本線）


